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令和元年12月10日（火）から開催予定

令和元年12月定例会に傍聴に行こう!!
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手話通訳は、傍聴予定日の７日前までに議会事務局へ
お申込みください。
補聴装置は、傍聴受付の際にお申出ください。
議場は役場の４階です！
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９
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９
月
10
日
か
ら
９
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分
か
る
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う
に
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っ
て
お
り
、
私
た
ち
町
民
の
議
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へ
対
す
る
意
識
付
け
も
大
切
な
こ

と
と
思
い
ま
し
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各
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員
の
取

り
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質
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私
た
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の
日
々
の
生
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に
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て
お

り
、
否
応
な
し
で
も
関
心
が
高
ま

り
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。
日
々
、
地
域
・
町
民
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た
め
に
活
動
し
公
共
の
福
祉
に
寄

与
す
る
こ
と
を
願
い
、
更
な
る
研

鑽
を
積
み
上
げ
い
く
こ
と
を
期
待

し
、
議
員
の
皆
様
へ
エ
ー
ル
を
贈

り
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す
。
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本会議を行う議場では、手話通訳及び補聴装
置を御利用になれます。
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平成30年度
決算認定

用語の解説

民生費　老人福祉や児童福祉、
障害者福祉等の運営などに使
うお金

教育費　小中学校や幼稚園の
教育環境の整備、生涯学習、
文化財保護などに使うお金

総務費　交通安全対策、振興
計画策定、庁舎の管理などに
使うお金

土木費　町道の舗装補修、道
路の新設改良、河川の整備、
町営住宅建設などに使われる
お金

衛生費　各種健診や予防接種、
ごみやし尿の処理、ごみ減量
化推進などに使うお金

公債費　町が学校を建てたり、
道路を造ったりするときに借
りたお金を返すためのお金

農林水産業費　農林水産業
の振興、漁港施設の整備などに
使うお金

商工費　町内商工業の振興や
金融対策、観光振興などに使
うお金

その他　災害復旧費、労働費、
消防費、諸支出金など

町税　町民や町内事業所など
が納める税金

財産収入　公有財産のうち
行政財産を除いた財産の貸付
や運用等による収入

繰入金　基金の取崩しなどに
より繰り入れたお金

繰越金　決算上剰余金が生じ
た場合、翌年度の財源として
繰越しする

その他　分担金及び負担金、
使用料及び手数料、寄附金、
諸収入など

国庫支出金　地方公共団体
が提供する特定の行政サービ
スに対し、国から負担金や補
助金などの名称で交付される
お金

県支出金　町が行う事業に
対して県が交付するお金

各種交付金　地方消費税交
付金などの各種交付金

地方交付税　所得税など国
が徴収した税金の中から、町
の財政状況に応じて交付され
るお金

町債　大きな事業を行うため
に、国や県及び金融機関から
借り入れたお金

地方譲与税　自動車重量税
の一部など、元々の地方税と
して納めるべきものを国税と
して徴収し町に譲与されたお
金

一　般　会　計
歳出総額

157億6,778万2,720円

歳入総額

166億4,107万8,139円
157億円 166億円

用語の解説

主　な　事　業

特　別　会　計

民生費
46億764万428円 町税

52億3,227万3,650円

教育費
21億9,776万8,187円

総務費
16億4,099万6,058円

土木費
16億835万3,468円

衛生費
8億8,364万5,920円

公債費
7億7,649万7,677円

農林水産業費
3億6,666万5,768円

商工費
1億8,776万5,303円

その他
34億9,844万9,911円

財産収入
15億1,139万3,208円

繰入金
8億7,666万4,964円

繰越金
8億665万7,816円
その他

7億4,632万2,471円

国庫支出金
22億185万2,187円

県支出金
18億660万5,843円

各種交付金
13億2,770万9,000円

地方交付税
11億4,979万6,000円

町債
9億2,156万8,000円

地方譲与税
6,023万5,000円

自
主
財
源

依
存
財
源

PICK
UP!

166 まちづくり億円の
歳入

桑江17号線新設事業
1億1,892万5,000円

防災行政無線デジタル整備事業
2億6,242万4,000円

学校ICT環境整備事業（電子黒板導入）
9,288万円

桑江中学校耐震対策事業
3億1,289万5,000円

※国民健康保険制度の広域化に伴う国保の財政運
営の仕組みの変更により、歳入歳出総額が大幅
に縮減。

歳入総額

歳出総額

差引残高

歳入　21.3％減　　歳出　17％減
前年度決算額との比較

41億8,721万2,886円
41億5,493万6,704円

3,227万6,182円

国民健康保険特別会計
歳入総額

歳出総額

差引残高

歳入　7.4％増　歳出　7.3％増
前年度決算額との比較

3億7,071万244円
3億6,718万8,906円

352万1,338円

後期高齢者医療特別会計

認
定

認
定
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一 般 会 計 決 算
主な常任委員長報告

平成30年度
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平成30年度　水道事業会計（純利益 7,051万8,425円）

平成30年度　下水道事業会計（純損失906万4813円）

給水人口  2万8,913人／普及率100％  購入受水量  443万7,983㎥／給水量  418万5,340㎥／有収率  94.3％
◆布設した配水管（伊平・桑江地内、吉原・玉上地内）の総延長は、1,243m◆

使用人口  2万7,671人／普及率98.6％／水洗化率97.0％　処理水量  580万208㎥／有収率  100％
◆汚水管敷設工事（管渠延長469.9m）、雨水排水路整備工事（管渠延長376.8ｍ）◆

損益計算書（総額8億5,675万6,362円） 貸借対照表（総額60億3,482万8,691円）
収入 支出 資産 負債+資本

損益計算書（総額6億5,445万1,240円） 貸借対照表（総額84億5,451万3,188円）
収入 支出 資産

土地  16億2,616万3,027円

建物  6,937万4,429円

管路施設、ポンプ場施設
53億7,539万4,613円

ポンプ場設備  1億2,918万232円

固定資産（その他）1億3,948万2,307円
中部流域下水道建設負担金等 

8億1,010万3,307円
現金  2億414万9,884円

流動資産（その他）1億66万5,389円

負債 +資本

県から水を買う費用
 4億5,373万9,381円

土地 2億2,451万9,172円 負債5億6,006万1,028円

繰延収益
12億5,835万9,256円

自己資本金
24億3,306万91,52円

剰余金
17億8,333万9,255円

建物2億8,447万5,738円

配水池
配水・給水施設 27億4,837万6,068円

機械及び装置 3,308万1,595円

固定資産（その他）3,333万4,352円

現金
26億2,722万5,220円

流動資産（その他）8,381万6,546円

配水及び給水費  1億799万6,695円

資産消耗費  56万7,131円

支払利息等  877万4,937円

過年度損益修正損 51万617円

純利益7,051万8,425円

総係費 7,828万8,217円

減価償却費
1億3,636万959円

経済工務常任委員会が調査を実施！
9月18日　北谷浄水場・海水淡水化施設へ

下水道使用料収入
4億2,151万5,824円

雨水処理負担金収入  5,776万8,000円

受託業務等  1,737万2,257円

補助金等  1億4,872万806円

その他  9,540円

純損失  906万4,813円

管渠費  6,311万2,655円
総係費  3,376万5,834円

流域下水道処理負担金
2億7,260万9,776円

水洗化資金補助金  144万5,000円

減価償却費
2億4,685万7,519円

支払利息等3,629万1,122円

過年度損益修正損36万9,334円

負債  21億6,644万4,267円

繰延収益
27億8,878万9,154円

自己資本金
19億4,060万5,051円

剰余金
15億5,867万4,716円

基
準
値
に
全
て
適
合

　
北
谷
浄
水
場
の
水
源
は
、
中
北

部
の
ダ
ム
に
加
え
中
部
河
川
（
比

謝
川
・
長
田
川
・
天
願
川
）、
地
下

水（
嘉
手
納
井
戸
群
）、
海
水
と
な

っ
て
い
る
。
８
つ
の
工
程
を
経
て

配
水
池
か
ら
地
域
社
会
へ
と
送
水
。

水
質
管
理
項
目
は
農
薬
、
残
留
塩

素
等
始
め
30
の
項
目
を
検
査
実
施
。

水
質
基
準
項
目
は
一
般
細
菌
ほ
か
、

51
種
類
を
検
査
。
法
令
で
定
め
ら

れ
た
「
基
準
値
に
全
て
適
合
し
、

安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
」
と
説

明
が
あ
っ
た
。
残
留
性
有
機
汚
染

物
質
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
・
Ｐ
Ｆ

Ｈ
ｘ
Ｓ
等
に
つ
い
て
、活
性
炭
の

取
替
え
は
、
こ
れ
ま
で
の
８
年
に

１
度
か
ら
４
年
に
１
度
へ
変
更
さ

れ
た
。
海
水
淡
水
化

は
、
一
日
当
た
り
約

10
万
㎥
の
海
水
か
ら

４
万
㎥
の
淡
水
を
生

産
。全
体
の
２
・
１
％
。

町
民
へ
安
全
・
安
心

な
水
の
供
給
の
観
点

か
ら
も
不
安
が
取
り

除
か
れ
る
よ
う
毒
性

の
解
明
、
除
去
性
、

基
準
値
の
設
定
等
の

取
組
と
基
地
内
立
入

調
査
を
要
望
し
た
。

安全な水が供給されているのか調査しました！

営業収益
①水道料金

6億4,498万7,411円
②施設提供料等
1億3,317万4,318円

補助金等
5,962万2,134円

その他
1,897万2,499円

黒字

黒字

赤字

赤字

【
歳
入
】
感
染
症
予
防
事
業
費
等

国
庫
補
助
金
、
収
入
未
済
額
１
１

１
万
７
千
円
に
つ
い
て
配
分
の
方

法
は
、
成
人
風
疹
と
し
て
32
万
５

千
円
、
が
ん
検
診
受
診
勧
奨
と
し

て
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
に
79
万

２
千
円
。
実
績
経
費
の
二
分
の
一

の
補
助
。

【
歳
出
】
保
育
士
宿
舎
借
上
支
援

事
業
費
に
つ
い
て
、
事
業
者
持
ち

出
し
も
あ
り
事
業
者
名
義
で
な
い

と
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
な
ど
、

仕
組
み
作
り
が
課
題
。
今
年
度
実

施
し
て
い
る
事
業
者
が
あ
る
た
め

継
続
。
教
育
振
興
費
賃
金
の
不
用

額
２
８
５
万
６
千
８
８
６
円
に
つ

い
て
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
、

定
数
を
40
人
予
定
し
て
い
た
が
全

配
置
で
き
な
か
っ
た
。
文
化
費
工

事
請
負
費
の
繰
越
明
許
費
３
千
４

７
９
万
７
千
円
は
、
伊
礼
原
遺
跡

の
工
事
で
、
排
水
溝
の
設
計
の
部

分
に
間
違
い
が
あ
り
設
計
書
の
手

直
し
に
時
間
を
要
し
、
入
札
の
時

期
が
遅
く
な
り
８
社
に
は
声
を
掛

け
た
が
辞
退
が
多
く
繰
越
と
な
っ

た
。

ー
ト
の
改
修
工
事
請
負
費
の
補
助

金
。

【
歳
出
】
北
谷
町
観
光
物
産
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
１
千
２
３
５
万

６
千
４
７
８
円
は
、
企
画
運
営
業

務
と
し
て
、
国
内
２
拠
点
（
名
古

屋
「
名
古
屋
ま
つ
り
」、
横
浜
「
沖

縄
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
カ
ー
ニ
バ

ル
」）、
国
外
３
拠
点
（
台
湾
「
台

北
国
際
旅
展
」、
韓
国
「
モ
ー
ド

ツ
ア
ー
旅
行
博
覧
会
」、
タ
イ
「
タ

イ
国
際
旅
行
フ
ェ
ア
」）
に
観
光

物
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

シ
ー
ポ
ー
ト
ち
ゃ
た
ん
カ
ー
ニ
バ

ル
助
成
事
業
１
千
５
万
４
千
円
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
商
工
会
か
ら
町

に
事
務
局
が
移
り
、
運
営
方
法
及

び
動
員
体
制
の
見
直
し
を
行
っ
た

こ
と
で
、
町
民
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
動
員
の
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
た
。
美
浜
メ
デ
ィ
ア
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
管
理
費
３
千
68
万
２
５
３

円
に
つ
い
て
４
４
０
万
円
の
赤
字
。

平
成
30
年
度
は
入
居
者
も
増
え
赤

字
は
前
年
度
か
ら
半
分
に
解
消
。

起
債
残
は
な
く
、
用
途
変
更
手
続

が
可
能
か
検
討
中
。
土
木
施
設
災

害
復
旧
費
の
繰
越
明
許
費
は
、
宮

城
海
岸
の
復
旧
工
事
に
お
い
て
、

災
害
査
定
の
日
程
が
平
成
31
年
１

月
28
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
繰
越
。

ら
平
成
31
年
２
月
ま
で
の
利
用
状

況
は
、
大
人
３
千
４
５
人
、
子
ど

も
５
６
９
人
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
等
７
千
１
９
９
人
。
町
内
バ
ス

停
名
称
変
更
事
業
と
し
て
、
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
車
内
料
金
表
示
、

バ
ス
停
上
屋
の
名
板
変
更
な
ど
約

１
４
６
万
円
の
費
用
で
「
美
浜
ア

メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
入
口
」
に
名

称
変
更
。
所
蔵
資
料
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
と
し
て
、
戦
争
体
験
者
の
聴

き
取
り
等
の
音
声
磁
気
テ
ー
プ
デ

ー
タ
（
７
３
２
点
）
を
、Ｃ
Ｄ―

Ｒ
で
作
成
・
保
管
。
携
帯
用
騒
音

測
定
器
を
購
入
。

【
歳
入
】
海
業
振
興
セ
ン
タ
ー
使

用
料
１
千
55
万
４
千
９
１
２
円
は
、

入
居
率
90
％
を
超
え
好
転
。
前
年

比
４
５
２
・
５
４
％
の
増
。
今
後

の
展
開
に
期
待
。
沖
縄
振
興
公
共

投
資
交
付
金
１
千
５
０
０
万
円
は
、

公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
支
援
事

業
と
し
て
、
安
良
波
公
園
内
東
屋

４
棟
、
桃
原
公
園
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ

【
歳
入
】
町
税
、
徴
収
率
ア
ッ
プ

の
新
し
い
取
組
と
し
て
電
話
催
告

を
強
化
。
住
民
税
普
通
徴
収
の
３

期
、
４
期
の
督
促
状
発
送
後
、
時

間
外
で
も
催
告
し
た
結
果
、
徴
収

率
が
ア
ッ
プ
し
た
。
職
員
等
駐
車

場
の
正
規
、
非
正
規
の
利
用
状
況

は
、
１
千
１
０
０
万
円
程
度
。
徴

収
し
た
料
金
の
使
用
方
法
は
、
駐

車
場
の
補
修
や
保
守
管
理
に
使
用

す
る
予
定
。

【
歳
出
】
職
員
研
修
事
業
費
と
し

て
、
独
自
研
修
は
、
接
遇
研
修
、

ク
レ
ー
ム
対
応
研
修
、
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
、
新
採
用
職
員
研
修
及
び
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
。
そ

の
他
、
外
部
派
遣
研
修
や
県
外
研

修
も
実
施
。
一
般
管
理
費
と
し
て
、

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
総
務
課
に

２
人
配
置
し
、
地
域
の
防
災
訓
練
、

研
修
、
講
習
会
な
ど
を
実
施
。
美

浜
区
、
宮
城
区
の
独
自
訓
練
で
は
、

訓
練
実
施
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
事
業
は
、

町
民
意
見
を
ル
ー
ト
見
直
し
等
の

参
考
に
活
用
。
平
成
30
年
５
月
か

総
務
財
政

常
任
委
員
長

文
教
厚
生

常
任
委
員
長

経
済
工
務

常
任
委
員
長

認
定

認
定

一
般
会
計
決
算

　主
な
常
任
委
員
長
報
告

上
下
水
道
事
業
会
計・委
員
会
調
査
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平成30年度　水道事業会計（純利益 7,051万8,425円）

平成30年度　下水道事業会計（純損失906万4813円）

給水人口  2万8,913人／普及率100％  購入受水量  443万7,983㎥／給水量  418万5,340㎥／有収率  94.3％
◆布設した配水管（伊平・桑江地内、吉原・玉上地内）の総延長は、1,243m◆

使用人口  2万7,671人／普及率98.6％／水洗化率97.0％　処理水量  580万208㎥／有収率  100％
◆汚水管敷設工事（管渠延長469.9m）、雨水排水路整備工事（管渠延長376.8ｍ）◆

損益計算書（総額8億5,675万6,362円） 貸借対照表（総額60億3,482万8,691円）
収入 支出 資産 負債+資本

損益計算書（総額6億5,445万1,240円） 貸借対照表（総額84億5,451万3,188円）
収入 支出 資産

土地  16億2,616万3,027円

建物  6,937万4,429円

管路施設、ポンプ場施設
53億7,539万4,613円

ポンプ場設備  1億2,918万232円

固定資産（その他）1億3,948万2,307円
中部流域下水道建設負担金等 

8億1,010万3,307円
現金  2億414万9,884円

流動資産（その他）1億66万5,389円

負債 +資本

県から水を買う費用
 4億5,373万9,381円

土地 2億2,451万9,172円 負債5億6,006万1,028円

繰延収益
12億5,835万9,256円

自己資本金
24億3,306万91,52円

剰余金
17億8,333万9,255円

建物2億8,447万5,738円

配水池
配水・給水施設 27億4,837万6,068円

機械及び装置 3,308万1,595円

固定資産（その他）3,333万4,352円

現金
26億2,722万5,220円

流動資産（その他）8,381万6,546円

配水及び給水費  1億799万6,695円

資産消耗費  56万7,131円

支払利息等  877万4,937円

過年度損益修正損 51万617円

純利益7,051万8,425円

総係費 7,828万8,217円

減価償却費
1億3,636万959円

経済工務常任委員会が調査を実施！
9月18日　北谷浄水場・海水淡水化施設へ

下水道使用料収入
4億2,151万5,824円

雨水処理負担金収入  5,776万8,000円

受託業務等  1,737万2,257円

補助金等  1億4,872万806円

その他  9,540円

純損失  906万4,813円

管渠費  6,311万2,655円
総係費  3,376万5,834円

流域下水道処理負担金
2億7,260万9,776円

水洗化資金補助金  144万5,000円

減価償却費
2億4,685万7,519円

支払利息等3,629万1,122円

過年度損益修正損36万9,334円

負債  21億6,644万4,267円

繰延収益
27億8,878万9,154円

自己資本金
19億4,060万5,051円

剰余金
15億5,867万4,716円

基
準
値
に
全
て
適
合

　
北
谷
浄
水
場
の
水
源
は
、
中
北

部
の
ダ
ム
に
加
え
中
部
河
川
（
比

謝
川
・
長
田
川
・
天
願
川
）、
地
下

水（
嘉
手
納
井
戸
群
）、
海
水
と
な

っ
て
い
る
。
８
つ
の
工
程
を
経
て

配
水
池
か
ら
地
域
社
会
へ
と
送
水
。

水
質
管
理
項
目
は
農
薬
、
残
留
塩

素
等
始
め
30
の
項
目
を
検
査
実
施
。

水
質
基
準
項
目
は
一
般
細
菌
ほ
か
、

51
種
類
を
検
査
。
法
令
で
定
め
ら

れ
た
「
基
準
値
に
全
て
適
合
し
、

安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
」
と
説

明
が
あ
っ
た
。
残
留
性
有
機
汚
染

物
質
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
・
Ｐ
Ｆ

Ｈ
ｘ
Ｓ
等
に
つ
い
て
、活
性
炭
の

取
替
え
は
、
こ
れ
ま
で
の
８
年
に

１
度
か
ら
４
年
に
１
度
へ
変
更
さ

れ
た
。
海
水
淡
水
化

は
、
一
日
当
た
り
約

10
万
㎥
の
海
水
か
ら

４
万
㎥
の
淡
水
を
生

産
。全
体
の
２
・
１
％
。

町
民
へ
安
全
・
安
心

な
水
の
供
給
の
観
点

か
ら
も
不
安
が
取
り

除
か
れ
る
よ
う
毒
性

の
解
明
、
除
去
性
、

基
準
値
の
設
定
等
の

取
組
と
基
地
内
立
入

調
査
を
要
望
し
た
。

安全な水が供給されているのか調査しました！

営業収益
①水道料金

6億4,498万7,411円
②施設提供料等
1億3,317万4,318円

補助金等
5,962万2,134円

その他
1,897万2,499円

黒字

黒字

赤字

赤字

【
歳
入
】
感
染
症
予
防
事
業
費
等

国
庫
補
助
金
、
収
入
未
済
額
１
１

１
万
７
千
円
に
つ
い
て
配
分
の
方

法
は
、
成
人
風
疹
と
し
て
32
万
５

千
円
、
が
ん
検
診
受
診
勧
奨
と
し

て
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
に
79
万

２
千
円
。
実
績
経
費
の
二
分
の
一

の
補
助
。

【
歳
出
】
保
育
士
宿
舎
借
上
支
援

事
業
費
に
つ
い
て
、
事
業
者
持
ち

出
し
も
あ
り
事
業
者
名
義
で
な
い

と
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
な
ど
、

仕
組
み
作
り
が
課
題
。
今
年
度
実

施
し
て
い
る
事
業
者
が
あ
る
た
め

継
続
。
教
育
振
興
費
賃
金
の
不
用

額
２
８
５
万
６
千
８
８
６
円
に
つ

い
て
、
特
別
支
援
教
育
支
援
員
、

定
数
を
40
人
予
定
し
て
い
た
が
全

配
置
で
き
な
か
っ
た
。
文
化
費
工

事
請
負
費
の
繰
越
明
許
費
３
千
４

７
９
万
７
千
円
は
、
伊
礼
原
遺
跡

の
工
事
で
、
排
水
溝
の
設
計
の
部

分
に
間
違
い
が
あ
り
設
計
書
の
手

直
し
に
時
間
を
要
し
、
入
札
の
時

期
が
遅
く
な
り
８
社
に
は
声
を
掛

け
た
が
辞
退
が
多
く
繰
越
と
な
っ

た
。

ー
ト
の
改
修
工
事
請
負
費
の
補
助

金
。

【
歳
出
】
北
谷
町
観
光
物
産
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
１
千
２
３
５
万

６
千
４
７
８
円
は
、
企
画
運
営
業

務
と
し
て
、
国
内
２
拠
点
（
名
古

屋
「
名
古
屋
ま
つ
り
」、
横
浜
「
沖

縄
チ
ャ
ン
プ
ル
ー
カ
ー
ニ
バ

ル
」）、
国
外
３
拠
点
（
台
湾
「
台

北
国
際
旅
展
」、
韓
国
「
モ
ー
ド

ツ
ア
ー
旅
行
博
覧
会
」、
タ
イ
「
タ

イ
国
際
旅
行
フ
ェ
ア
」）
に
観
光

物
産
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。

シ
ー
ポ
ー
ト
ち
ゃ
た
ん
カ
ー
ニ
バ

ル
助
成
事
業
１
千
５
万
４
千
円
は
、

平
成
30
年
度
か
ら
商
工
会
か
ら
町

に
事
務
局
が
移
り
、
運
営
方
法
及

び
動
員
体
制
の
見
直
し
を
行
っ
た

こ
と
で
、
町
民
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
動
員
の
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
た
。
美
浜
メ
デ
ィ
ア
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
管
理
費
３
千
68
万
２
５
３

円
に
つ
い
て
４
４
０
万
円
の
赤
字
。

平
成
30
年
度
は
入
居
者
も
増
え
赤

字
は
前
年
度
か
ら
半
分
に
解
消
。

起
債
残
は
な
く
、
用
途
変
更
手
続

が
可
能
か
検
討
中
。
土
木
施
設
災

害
復
旧
費
の
繰
越
明
許
費
は
、
宮

城
海
岸
の
復
旧
工
事
に
お
い
て
、

災
害
査
定
の
日
程
が
平
成
31
年
１

月
28
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
繰
越
。

ら
平
成
31
年
２
月
ま
で
の
利
用
状

況
は
、
大
人
３
千
４
５
人
、
子
ど

も
５
６
９
人
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
等
７
千
１
９
９
人
。
町
内
バ
ス

停
名
称
変
更
事
業
と
し
て
、
音
声

ガ
イ
ダ
ン
ス
や
車
内
料
金
表
示
、

バ
ス
停
上
屋
の
名
板
変
更
な
ど
約

１
４
６
万
円
の
費
用
で
「
美
浜
ア

メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
入
口
」
に
名

称
変
更
。
所
蔵
資
料
デ
ジ
タ
ル
化

事
業
と
し
て
、
戦
争
体
験
者
の
聴

き
取
り
等
の
音
声
磁
気
テ
ー
プ
デ

ー
タ
（
７
３
２
点
）
を
、Ｃ
Ｄ―

Ｒ
で
作
成
・
保
管
。
携
帯
用
騒
音

測
定
器
を
購
入
。

【
歳
入
】
海
業
振
興
セ
ン
タ
ー
使

用
料
１
千
55
万
４
千
９
１
２
円
は
、

入
居
率
90
％
を
超
え
好
転
。
前
年

比
４
５
２
・
５
４
％
の
増
。
今
後

の
展
開
に
期
待
。
沖
縄
振
興
公
共

投
資
交
付
金
１
千
５
０
０
万
円
は
、

公
園
施
設
長
寿
命
化
対
策
支
援
事

業
と
し
て
、
安
良
波
公
園
内
東
屋

４
棟
、
桃
原
公
園
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ

【
歳
入
】
町
税
、
徴
収
率
ア
ッ
プ

の
新
し
い
取
組
と
し
て
電
話
催
告

を
強
化
。
住
民
税
普
通
徴
収
の
３

期
、
４
期
の
督
促
状
発
送
後
、
時

間
外
で
も
催
告
し
た
結
果
、
徴
収

率
が
ア
ッ
プ
し
た
。
職
員
等
駐
車

場
の
正
規
、
非
正
規
の
利
用
状
況

は
、
１
千
１
０
０
万
円
程
度
。
徴

収
し
た
料
金
の
使
用
方
法
は
、
駐

車
場
の
補
修
や
保
守
管
理
に
使
用

す
る
予
定
。

【
歳
出
】
職
員
研
修
事
業
費
と
し

て
、
独
自
研
修
は
、
接
遇
研
修
、

ク
レ
ー
ム
対
応
研
修
、
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
、
新
採
用
職
員
研
修
及
び
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
を
実
施
。
そ

の
他
、
外
部
派
遣
研
修
や
県
外
研

修
も
実
施
。
一
般
管
理
費
と
し
て
、

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
総
務
課
に

２
人
配
置
し
、
地
域
の
防
災
訓
練
、

研
修
、
講
習
会
な
ど
を
実
施
。
美

浜
区
、
宮
城
区
の
独
自
訓
練
で
は
、

訓
練
実
施
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
導
入
事
業
は
、

町
民
意
見
を
ル
ー
ト
見
直
し
等
の

参
考
に
活
用
。
平
成
30
年
５
月
か

総
務
財
政

常
任
委
員
長

文
教
厚
生

常
任
委
員
長

経
済
工
務

常
任
委
員
長

認
定

認
定

一
般
会
計
決
算

　主
な
常
任
委
員
長
報
告

上
下
水
道
事
業
会
計・委
員
会
調
査
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令和元年度補正予算条例の制定・改正

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
関
す
る

　
　利
用
者
負
担
額
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

北
谷
町
立
幼
稚
園
保
育
料
条
例
の
一
部
を
改
正

〜 

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

〜

補 正 額

予算総額

普通建設事業費
主な事業

16億5,766万1,000円
179億6,283万7,000円

11億6,421万9,000円
・土地購入費（軍用地先行取得）
　8億8,469万5,000円増

一 般 会 計

補 正 額

予算総額

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・・・

・・・

・・

932万3,000円
3億7,872万3,000円

後期高齢者医療特別会計

補 正 額

予算総額

・・・・・・・・・・

・・・・・

5,052万5,000円
35億7,773万8,000円

国民健康保険特別会計　
特
別
職
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時

的
任
用
職
員
の
任
用
要
件
が
厳
格

化
さ
れ
、
一
般
職
に
適
用
さ
れ
る

服
務
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ

る
。
公
務
運
営
の
適
正
確
保
の
観

点
か
ら
適
切
な
運
用
が
求
め
ら
れ

る
。
待
遇
面
に
お
い
て
、
期
末
手

当
を
始
め
、
各
種
手
当
の
支
給
が

可
能
と
な
り
、
休
暇
制
度
に
つ
い

て
も
現
行
の
非
常
勤
職
員
制
度
よ

り
充
実
し
た
内
容
に
な
る
。
地
方

公
共
団
体
に
と
っ
て
補
助
的
な
役

割
だ
け
で
な
く
、
よ
り
一
層
重
要

な
職
務
の
担
い
手
と
し
て
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

　昇
給
は
あ
る
か

　
基
本
的
に
１
年
限
り
の
任
期
。

し
か
し
、
知
識
や
経
験
等
の
成
績

に
応
じ
て
翌
年
度
更
新
と
な
る
の

で
、
経
験
年
数
を
実
績
と
し
て
翌

年
度
に
は
給
料
が
上
が
っ
て
い
く
。

１
会
計
年
度
の
た
め
、
１
年
ご
と

に
勤
務
状
態
、
成
績
を
見
て
給
料

を
上
げ
て
い
く
。

　パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
の

　手
当
等
は

　
時
間
外
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
、

特
殊
勤
務
に
手
当
に
相
当
す
る
報

酬
、
夜
間
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務

手
当
、
期
末
手
当
、
通
勤
手
当
に

相
当
す
る
費
用
弁
償
と
な
る
。

　任
用
期
間
の
見
直
し
は

　
勤
務
状
態
や
勤
務
成
績
に
応
じ

て
更
新
。

　再
任
用
の
期
間
は

　
従
来
ど
お
り
３
年
か
ら
５
年
の

範
囲
で
検
討
中
。

　採
用
年
齢
は

　
特
定
の
定
め
は
な
い
。
応
募
後
、

選
考
を
通
じ
て
採
用
は
可
能
。

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
始
ま
る

こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
。（
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の

子
ど
も
及
び
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
教
育
・
保
育
給
付
費
が
無
償
と

な
る
。）

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
北
谷
町
立
幼
稚

園
保
育
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
。

　
認
可
外
施
設
に
対
す
る
無
償
化

も
給
付
対
象
と
な
り
、
申
請
手
続

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
非

常
勤
職
員
を
２
人
配
置
。
こ
れ
ま

で
働
い
て
い
な
か
っ
た
人
の
利
用

が
増
え
、
そ
の
方
々
が
就
労
す
る

こ
と
に
よ
る
人
手
不
足
の
解
消
に

つ
な
が
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
保
護

者
支
援
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
で
、

児
童
福
祉
度
が
充
実
す
る
。
実
務

的
な
影
響
と
し
て
、
３
６
０
万
円

未
満
世
帯
の
食
材
費
は
無
料
等
の

事
務
が
発
生
。
次
年
度
ま
で
は
、

事
務
に
関
し
て
国
が
交
付
金
を
出

す
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降

の
事
務
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。

PICK
UP!

主
な
質
疑

概

　
　要

抗議決議・意見書文
教
厚
生
常
任
委
員
長
報
告

議員の
  主な質疑
　　　  たん

文教厚生
常任委員長の
　報告たん

令和元年度補正予算条例の制定・改正

抗議決議・意見書

公園内施設等設置工事費
（砂辺馬場公園）
3448万円増

桑江伊平工事請負費
1億6241万3000円増

PFOSなどの水質汚染に
関する嘉手納基地内への
立入調査をもとめる！

垂直離着陸輸送機
CV-22オスプレイの
飛来に対する抗議

米軍普天間基地所属
CH-53Eヘリコプターの
窓落下事故

米軍人による
道路交通法違反事件

米軍人による
飲酒がらみの事件

令
和
元
年
度
補
正
予
算・抗
議
決
議・意
見
書

条
例
の
制
定
・
改
正

QＡ

QＡQＡQＡ

QＡ



7 6ちゃたん町議会だより 2019（令和元）年11月号（No.97）ちゃたん町議会だより 2019（令和元）年11月号（No.97）ちゃたん町議会だより 2019（令和元）年11月号（No.97）ちゃたん町議会だより 2019（令和元）年11月号（No.97）

令和元年度補正予算条例の制定・改正

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
に
関
す
る

　
　利
用
者
負
担
額
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

北
谷
町
立
幼
稚
園
保
育
料
条
例
の
一
部
を
改
正

〜 

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

〜

補 正 額

予算総額

普通建設事業費
主な事業

16億5,766万1,000円
179億6,283万7,000円

11億6,421万9,000円
・土地購入費（軍用地先行取得）
　8億8,469万5,000円増

一 般 会 計

補 正 額

予算総額

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・・・

・・・

・・

932万3,000円
3億7,872万3,000円

後期高齢者医療特別会計

補 正 額

予算総額

・・・・・・・・・・

・・・・・

5,052万5,000円
35億7,773万8,000円

国民健康保険特別会計　
特
別
職
非
常
勤
職
員
及
び
臨
時

的
任
用
職
員
の
任
用
要
件
が
厳
格

化
さ
れ
、
一
般
職
に
適
用
さ
れ
る

服
務
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ

る
。
公
務
運
営
の
適
正
確
保
の
観

点
か
ら
適
切
な
運
用
が
求
め
ら
れ

る
。
待
遇
面
に
お
い
て
、
期
末
手

当
を
始
め
、
各
種
手
当
の
支
給
が

可
能
と
な
り
、
休
暇
制
度
に
つ
い

て
も
現
行
の
非
常
勤
職
員
制
度
よ

り
充
実
し
た
内
容
に
な
る
。
地
方

公
共
団
体
に
と
っ
て
補
助
的
な
役

割
だ
け
で
な
く
、
よ
り
一
層
重
要

な
職
務
の
担
い
手
と
し
て
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。

　昇
給
は
あ
る
か

　
基
本
的
に
１
年
限
り
の
任
期
。

し
か
し
、
知
識
や
経
験
等
の
成
績

に
応
じ
て
翌
年
度
更
新
と
な
る
の

で
、
経
験
年
数
を
実
績
と
し
て
翌

年
度
に
は
給
料
が
上
が
っ
て
い
く
。

１
会
計
年
度
の
た
め
、
１
年
ご
と

に
勤
務
状
態
、
成
績
を
見
て
給
料

を
上
げ
て
い
く
。

　パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
の

　手
当
等
は

　
時
間
外
手
当
に
相
当
す
る
報
酬
、

特
殊
勤
務
に
手
当
に
相
当
す
る
報

酬
、
夜
間
勤
務
手
当
、
休
日
勤
務

手
当
、
期
末
手
当
、
通
勤
手
当
に

相
当
す
る
費
用
弁
償
と
な
る
。

　任
用
期
間
の
見
直
し
は

　
勤
務
状
態
や
勤
務
成
績
に
応
じ

て
更
新
。

　再
任
用
の
期
間
は

　
従
来
ど
お
り
３
年
か
ら
５
年
の

範
囲
で
検
討
中
。

　採
用
年
齢
は

　
特
定
の
定
め
は
な
い
。
応
募
後
、

選
考
を
通
じ
て
採
用
は
可
能
。

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
始
ま
る

こ
と
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
。（
３
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の

子
ど
も
及
び
非
課
税
世
帯
に
属
す

る
０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
子
ど
も

の
教
育
・
保
育
給
付
費
が
無
償
と

な
る
。）

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
北
谷
町
立
幼
稚

園
保
育
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
。

　
認
可
外
施
設
に
対
す
る
無
償
化

も
給
付
対
象
と
な
り
、
申
請
手
続

の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
非

常
勤
職
員
を
２
人
配
置
。
こ
れ
ま

で
働
い
て
い
な
か
っ
た
人
の
利
用

が
増
え
、
そ
の
方
々
が
就
労
す
る

こ
と
に
よ
る
人
手
不
足
の
解
消
に

つ
な
が
り
、
そ
の
ほ
か
に
も
保
護

者
支
援
が
拡
充
さ
れ
る
こ
と
で
、

児
童
福
祉
度
が
充
実
す
る
。
実
務

的
な
影
響
と
し
て
、
３
６
０
万
円

未
満
世
帯
の
食
材
費
は
無
料
等
の

事
務
が
発
生
。
次
年
度
ま
で
は
、

事
務
に
関
し
て
国
が
交
付
金
を
出

す
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
降

の
事
務
負
担
が
懸
念
さ
れ
る
。

PICK
UP!

主
な
質
疑

概

　
　要

抗議決議・意見書文
教
厚
生
常
任
委
員
長
報
告

議員の
  主な質疑
　　　  たん

文教厚生
常任委員長の
　報告たん

令和元年度補正予算条例の制定・改正

抗議決議・意見書

公園内施設等設置工事費
（砂辺馬場公園）
3448万円増

桑江伊平工事請負費
1億6241万3000円増

PFOSなどの水質汚染に
関する嘉手納基地内への
立入調査をもとめる！

垂直離着陸輸送機
CV-22オスプレイの
飛来に対する抗議

米軍普天間基地所属
CH-53Eヘリコプターの
窓落下事故

米軍人による
道路交通法違反事件

米軍人による
飲酒がらみの事件

令
和
元
年
度
補
正
予
算・抗
議
決
議・意
見
書

条
例
の
制
定
・
改
正

QＡ

QＡQＡQＡ

QＡ
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議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

PFOSなどの水質汚染に関する嘉手納基地内への立入調査
を求める決議

PFOSなどの水質汚染に関する嘉手納基地内への立入調査
を求める意見書

北谷町防災システム整備工事請負契約について

財産の取得について

米軍人による飲酒絡みの事件に対する抗議決議

米軍人による飲酒絡みの事件に対する意見書

垂直離着陸輸送機CV-22オスプレイの飛来に対する抗議決
議

垂直離着陸輸送機CV-22オスプレイの飛来に対する意見書

令和元年度美浜地区電線共同溝整備工事請負契約について

中層型浮魚礁回収・設置工事請負契約について

北玉区小学校・北玉区幼稚園屋根瓦改修工事請負契約につ
いて

桑江中学校空調機機能復旧工事請負契約について

財産の取得について

北谷町会計年度任用職員の給与等に関する条例の制定につ
いて  

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

北谷町附属機関設置条例の一部を改正する条例について

北谷町固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正す
る条例について

北谷町印鑑条例の一部を改正する条例について

北谷町子どものための教育・保育給付に関する利用者負担
額を定める条例の一部を改正する条例について

北谷町森林環境譲与税基金条例の制定について

北谷町立幼稚園保育料条例の一部を改正する条例について

令和元年度北谷町一般会計補正予算（第２号）について

令和元年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
について

令和元年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
号）について

平成30年度北谷町一般会計歳入歳出決算認定について

貧困と格差をなくし、憲法25条が規定した文化的な最低限度の生活をすべての住民に保障するための生活保護行政、就学援助制度の拡
充に関する陳情【文教厚生常任委員会】
観光振興について、交通拠点施設を活用したまちづくりについて【経済工務常任委員会】
沖縄県町村議会議長会主催「町村議会議員・事務局職員研修会交流会」　令和元年10月11日(金)

１ 議案賛成者は（○）とし、反対者は（×）とします。退席の意思を表明した退席者は（退）、公務の欠席者は（公）、議場に不在は（－）、疾病の欠席者は（病）、
配偶者の出産補助の欠席者は（配）、出産のための欠席者は（産）、所用の欠席者は(欠）としています。法律により、採決に加わらない議案については（除）
としています。議長は（議)としています。 議長に事故等がある場合は、副議長が議長の職務を行う。副議長は（副）としています。 

２ 議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利(表決権)はなく、可否同数の場合に決定する権利(裁決権)があります。特別多数決で法定されたも
のは議長にも表決権があります。

議　　案

議席 19181716151413121110987654321議
　決
　結
　果

第489回　北谷町議会臨時会（令和元年7月16日｢火｣）

第490回　北谷町議会臨時会（令和元年8月26日｢月｣）

第491回　北谷町議会定例会(令和元年9月10日｢火｣～ 9月27日「金」)

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

閉会中の継続審査・継続調査・議員派遣の件

氏
　
　名

継続審査
継続調査
議員派遣の件

亀
谷

　長
久

仲
栄
真
惠
美
子

田
場

　健
儀

阿
波
根

　弘

喜
友
名
朝
哲

仲
地

　泰
夫

與
儀

　
　誠

玉
那
覇
淑
子

宮
里

　
　歩

高
安

　克
成

宮
里

　
　廣

照
屋

　正
治

友
利

　
　勉

又
吉

　朋
和

渡
久
地
政
志

喜
友
名
盛
充

玉
城

　靖
規

新
垣

　千
秋

大
浜
ヤ
ス
子

町の様々な課題等について、議員が提言も含めて町に考えを聞く「一般質問」。
各議員それぞれの切り口で町政を問います。「議会の華」ともいわれる日程です。
是非議場で傍聴してみてはいかがでしょうか。

議　　案

議席 19181716151413121110987654321議
　決
　結
　果

氏
　
　名

亀
谷

　長
久

仲
栄
真
惠
美
子

田
場

　健
儀

阿
波
根

　弘

喜
友
名
朝
哲

仲
地

　泰
夫

與
儀

　
　誠

玉
那
覇
淑
子

宮
里

　
　歩

高
安

　克
成

宮
里

　
　廣

照
屋

　正
治

友
利

　
　勉

又
吉

　朋
和

渡
久
地
政
志

喜
友
名
盛
充

玉
城

　靖
規

新
垣

　千
秋

大
浜
ヤ
ス
子

平成30年度北谷町水道事業剰余金処分について

平成30年度北谷町下水道事業会計決算認定について

米軍普天間基地所属CH-53Eヘリコプターの窓落下事故に
対する抗議決議

米軍普天間基地所属CH-53Eヘリコプターの窓落下事故に
対する意見書

後を絶たない米軍人による道路交通法違反事件に対する抗
議決議

後を絶たない米軍人による道路交通法違反事件に対する意
見書

北谷第二小学校教材園等整備工事請負契約について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

全国一律最低賃金制度の実現と最低賃金を1,000円に引き
上げることを求める陳情

公契約条例の制定を求める陳情

地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請）

県産品の優先使用について（要請）

「生涯現役社会」を実現するシルバー人材センターの決意と
支援の要望

令和２年度福祉施策及び予算の充実について（要請）

介護保険利用料原則２割負担化、ケアプラン有料化などの
負担増計画の中止、介護従事者の処遇改善など、介護保険
制度の抜本改善を求める陳情書

介護保険利用料原則２割負担化、ケアプラン有料化などの
負担増計画の中止、介護従事者の処遇改善など、介護保険
制度の抜本改善を求める意見書

採　　択

原案可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

産

産

○

○

欠

欠

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

議

議

臨時会・　　定例会議決結果賛否一覧表第489～491回

原案可決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

原案可決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

原案可決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

原案可決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

適　　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

適　　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

可　　決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

可　　決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

可　　決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

可　　決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠 副 公

可　　決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠 副 公

平成30年度北谷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について

平成30年度北谷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について

平成30年度北谷町水道事業会計決算認定について

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

8

次のページからは

一般質問

議
決
結
果
賛
否
一
覧
表

9月定例会では19人中14人が登壇しました
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PFOSなどの水質汚染に関する嘉手納基地内への立入調査
を求める決議

PFOSなどの水質汚染に関する嘉手納基地内への立入調査
を求める意見書

北谷町防災システム整備工事請負契約について

財産の取得について

米軍人による飲酒絡みの事件に対する抗議決議

米軍人による飲酒絡みの事件に対する意見書

垂直離着陸輸送機CV-22オスプレイの飛来に対する抗議決
議

垂直離着陸輸送機CV-22オスプレイの飛来に対する意見書

令和元年度美浜地区電線共同溝整備工事請負契約について

中層型浮魚礁回収・設置工事請負契約について

北玉区小学校・北玉区幼稚園屋根瓦改修工事請負契約につ
いて

桑江中学校空調機機能復旧工事請負契約について

財産の取得について

北谷町会計年度任用職員の給与等に関する条例の制定につ
いて  

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行
に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について

北谷町附属機関設置条例の一部を改正する条例について

北谷町固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正す
る条例について

北谷町印鑑条例の一部を改正する条例について

北谷町子どものための教育・保育給付に関する利用者負担
額を定める条例の一部を改正する条例について

北谷町森林環境譲与税基金条例の制定について

北谷町立幼稚園保育料条例の一部を改正する条例について

令和元年度北谷町一般会計補正予算（第２号）について

令和元年度北谷町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）
について

令和元年度北谷町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１
号）について

平成30年度北谷町一般会計歳入歳出決算認定について

貧困と格差をなくし、憲法25条が規定した文化的な最低限度の生活をすべての住民に保障するための生活保護行政、就学援助制度の拡
充に関する陳情【文教厚生常任委員会】
観光振興について、交通拠点施設を活用したまちづくりについて【経済工務常任委員会】
沖縄県町村議会議長会主催「町村議会議員・事務局職員研修会交流会」　令和元年10月11日(金)

１ 議案賛成者は（○）とし、反対者は（×）とします。退席の意思を表明した退席者は（退）、公務の欠席者は（公）、議場に不在は（－）、疾病の欠席者は（病）、
配偶者の出産補助の欠席者は（配）、出産のための欠席者は（産）、所用の欠席者は(欠）としています。法律により、採決に加わらない議案については（除）
としています。議長は（議)としています。 議長に事故等がある場合は、副議長が議長の職務を行う。副議長は（副）としています。 

２ 議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利(表決権)はなく、可否同数の場合に決定する権利(裁決権)があります。特別多数決で法定されたも
のは議長にも表決権があります。

議　　案

議席 19181716151413121110987654321議
　決
　結
　果

第489回　北谷町議会臨時会（令和元年7月16日｢火｣）

第490回　北谷町議会臨時会（令和元年8月26日｢月｣）

第491回　北谷町議会定例会(令和元年9月10日｢火｣～ 9月27日「金」)

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

閉会中の継続審査・継続調査・議員派遣の件

氏
　
　名

継続審査
継続調査
議員派遣の件

亀
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仲
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美
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田
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友
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友
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友
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町の様々な課題等について、議員が提言も含めて町に考えを聞く「一般質問」。
各議員それぞれの切り口で町政を問います。「議会の華」ともいわれる日程です。
是非議場で傍聴してみてはいかがでしょうか。
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氏
　
　名

亀
谷

　長
久

仲
栄
真
惠
美
子

田
場

　健
儀

阿
波
根

　弘

喜
友
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平成30年度北谷町水道事業剰余金処分について

平成30年度北谷町下水道事業会計決算認定について

米軍普天間基地所属CH-53Eヘリコプターの窓落下事故に
対する抗議決議

米軍普天間基地所属CH-53Eヘリコプターの窓落下事故に
対する意見書

後を絶たない米軍人による道路交通法違反事件に対する抗
議決議

後を絶たない米軍人による道路交通法違反事件に対する意
見書

北谷第二小学校教材園等整備工事請負契約について

人権擁護委員候補者の推薦について

人権擁護委員候補者の推薦について

全国一律最低賃金制度の実現と最低賃金を1,000円に引き
上げることを求める陳情

公契約条例の制定を求める陳情

地元産品奨励及び地元企業優先使用について（要請）

県産品の優先使用について（要請）

「生涯現役社会」を実現するシルバー人材センターの決意と
支援の要望

令和２年度福祉施策及び予算の充実について（要請）

介護保険利用料原則２割負担化、ケアプラン有料化などの
負担増計画の中止、介護従事者の処遇改善など、介護保険
制度の抜本改善を求める陳情書

介護保険利用料原則２割負担化、ケアプラン有料化などの
負担増計画の中止、介護従事者の処遇改善など、介護保険
制度の抜本改善を求める意見書
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○

○
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臨時会・　　定例会議決結果賛否一覧表第489～491回

原案可決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

原案可決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

原案可決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

原案可決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

適　　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

適　　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

採　　択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

可　　決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

可　　決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

可　　決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

可　　決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 副 公

可　　決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠 副 公

可　　決 ○ ○ ○ 欠 公 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ 欠 副 公

平成30年度北谷町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
について

平成30年度北谷町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認
定について

平成30年度北谷町水道事業会計決算認定について

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議

認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 産 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ 議
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一
般
質
問

一
般
質
問

北
谷
町
議
会
で
は
、
議
員
は
年
４
回
の
定
例
会
で
一
般
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
の
機
能
は
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

「
政
策
提
案
機
能
」…

政
策
の
改
善
や
廃
止
を
提
起
す
る
機
能
。
／
「
監
査
機
能
」…

町
の
予
算
執
行
な
ど
が
適
切
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
。

　
年
収
３
６
０
万
円
以
上
の
実
費

徴
収
と
な
る
対
象
者
数
は
何
人
か

　
実
費
徴
収
対
象
者
は
、
合
計
４

１
８
人
で
、
１
号
認
定
子
ど
も
が

１
１
１
人
、
２
号
認
定
子
ど
も
が

３
０
７
人
。

　
今
回
、
実
費
徴
収
と
な
る
主
食

費
、
副
食
費
を
公
費
で
負
担
し
た

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
金
額
は
幾
ら
に

な
る
か
、
公
費
負
担
で
行
う
考
え

は
な
い
か

　
実
費
徴
収
額
を
全
額
公
費
で
負

担
し
た
場
合
の
金
額
は
、
月
額
約

１
７
０
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。
２

号
認
定
子
ど
も
の
副
食
費
は
、
国

が
実
費
徴
収
す
る
方
針
を
決
定
し
、

主
食
費
は
、
現
在
免
除
。
無
償
化

後
も
こ
の
取
扱
い
を
継
続
す
る
。

　
給
食
費
の
実
費
徴
収
に
伴
い
、

給
食
費
の
未
納
へ
の
不
安
や
保
護

者
へ
の
説
明
、
対
応
等
、
園
側
の

負
担
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
問
題
が
予
測
さ
れ
る
か
。
そ

の
間
題
に
対
し
、
行
政
側
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
を
伺
う

　
想
定
さ
れ
る
問
題
は
、
各
事
業

者
が
督
促
等
を
適
切
に
実
施
、
徴

収
す
る
努
力
を
し
て
も
、
な
お
給

食
費
を
納
め
な
く
滞
納
が
あ
っ
た

場
合
、
事
務
負
担
が
大
き
く
な
る

と
予
測
さ
れ
る
。
悪
質
な
滞
納
者

は
、
町
か
ら
も
滞
納
者
に
支
払
い

を
促
す
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
。

　
小
規
模
保
育
の
課
題
と
し
て
、

３
歳
か
ら
の
受
入
れ
先
の
確
保
が

挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
が
、
他
の
園

と
の
連
携
を
伺
う

　
既
存
の
小
規
模
保
育
事
業
は
全

て
連
携
施
設
を
確
保
、
今
回
新
た

に
小
規
模
保
育
事
業
を
実
施
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
３
歳
児
の
受
皿

が
不
足
し
、
連
携
施
設
の
確
保
が

困
難
と
な
る
可
能
性
も
見
込
ま
れ

る
が
、
既
存
施
設
の
定
員
見
直
し
、

受
皿
の
確
保
方
策
を
検
討
。

　
無
償
化
に
伴
い
、
３
歳
か
ら
５

歳
の
保
育
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
増

え
て
く
る
。
複
数
年
保
育
や
預
か

り
保
育
を
含
め
た
総
合
的
な
教
育

等
、
今
後
の
幼
稚
園
の
方
向
性
を

伺
う

　
更
な
る
幼
児
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
４

歳
児
の
預
か
り
保
育
を
実
施
。
令

和
２
年
度
以
降
は
、
ニ
ー
ズ
の
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
３
歳
児
か

ら
の
３
年
保
育
の
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
の
１
号
認
定
の
子
ど
も
推

移
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

　
核
家
族
化
の
進
行
、
女
性
の
社

会
進
出
に
よ
る
就
労
機
会
の
増
加
、

保
護
者
の
就
労
形
態
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
、
ど
の
年
齢
も
減
少
し

て
い
く
。

　
各
予
防
接
種
予
定
日
の
通
知
方

法
、
予
防
接
種
の
接
種
率
、
未
受

診
者
の
対
応
を
問
う

　
定
期
予
防
接
種
の
種
類
に
応
じ

て
、
対
象
年
齢
に
な
る
前
月
下
旬

に
対
象
児
童
の
保
護
者
へ
個
別
通

知
を
発
送
。
各
世
帯
へ
配
布
「
健

康
だ
よ
り
（
保
健
事
業
日
程
表
）」

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
各
予
防
接

種
の
対
象
時
期
が
確
認
で
き
る
周

知
を
行
う
。
接
種
率
は
、
平
成
30

年
度
の
実
績
値
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
84
・
５

％
、Ｂ
型
肝
炎
１
回
目
91
・
４
％
、

２
回
目
91
・
７
％
、
追
加
87
・
７
％
、

ヒ
ブ
１
回
目
93
・
８
％
、
２
回
目

89
・
８
％
、
３
回
目
92
・
６
％
。

４
種
混
合
１
期
１
回
目
95
・
２
％
、

１
期
２
回
目
94
・
６
％
、１
期
３

回
目
94
・
９
％
、
１
期
追
加
98
・

８
％
。Ｍ
Ｒ
混
合
１
期
90
％
、
２

期
82
・
７
％
。
水
痘
１
回
目
96
％
、

２
回
目
86
・
６
％
。
日
本
脳
炎
１

期
１
回
目
99
・
２
％
、
１
期
２
回

目
96
・
６
％
、
１
期
追
加
87
・
７
％
、

２
期
78
・
７
％
、２
種
混
合
65
・
３

％
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
１
回

目
０
・
３
％
、
２
回
目
及
び
３
回

目
０
％
。
未
接
種
者
へ
の
対
応
は
、

定
期
予
防
接
種
の
種
類
ご
と
に
接

種
対
象
年
齢
の
終
期
と
な
る
数
か

月
前
か
ら
再
勧
奨
通
知
や
再
々
勧

奨
通
知
を
発
送
し
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
未
接
種
の
場
合
に
は
電
話

に
よ
る
接
種
勧
奨
通
達
。
そ
の
他

に
、
教
育
委
員
会
主
催
の
就
学
時

検
診
の
場
に
同
行
し
、
未
接
種
者

の
保
護
者
に
対
す
る
接
種
勧
奨
も

行
う
。

　
本
年
10
月
か
ら
３
歳
以
降
の
子

ど
も
は
全
世
帯
が
保
育
料
無
償
化

の
対
象
に
な
る
が
、
延
長
保
育
や

保
育
園
で
実
費
と
し
て
徴
収
さ
れ

て
い
る
費
用（
給
食
費
や
行
事
費
、

制
服
や
体
操
着
等
）
も
無
償
化
に

な
る
か
伺
う

　
無
償
化
の
対
象
は
保
育
料
に
相

当
す
る
分
の
み
と
な
り
、
延
長
保

育
料
や
実
費
と
し

て
徴
収
さ
れ
る
費

用
は
、
無
償
化
の

対
象
外
。
２
号
認

定
子
ど
も
は
、
こ

れ
ま
で
保
育
料
に

含
ま
れ
る
給
食
費

の
う
ち
、
副
食
費

相
当
分
が
新
た
に

実
費
徴
収
と
な
る
。

　
ど
の
家
庭
も
平

等
に
子
育
て
支
援

が
受
け
ら
れ
る
体

制
が
必
要
だ
と
考

え
る
。
在
宅
で
子

育
て
を
し
て
い
る

家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
や
待
機
児

童
に
支
援
を
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
本
町
の
制
度
を
伺
う

　
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
保
護

者
同
士
の
交
流
が
で
き
る
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」、
会
員

同
士
が
育
児
の
相
互
援
助
を
行
う

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
業
」、病
気
の
回
復
期
に
あ
る

子
ど
も
を
預
か
る
「
病
児
保
育
事

業
」、
保
護
者
の
疾
病
な
ど
の
緊

急
時
又
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
目
的
の

子
ど
も
を
預
か
る
「
一
時
保
育
」。

経
済
的
支
援
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
無
料
チ
ケ
ッ
ト
配
布
」、
生

活
保
護
世
帯
及
び
住
民
税
非
課
税
、

親
世
帯
に
対
す
る
「
病
児
保
育
、

一
時
保
育
の
利
用
料
免
除
」。
待

機
児
童
の
支
援
は
、
認
可
外
保
育

施
設
利
用
料
の
一
部
補
助
、
ひ
と

り
親
世
帯
に
対
す
る
全
額
補
助
が

あ
る
。

Q

A

Q

A10月から４歳児の預かり保育を実施。ニーズの動向を

踏まえ、３年保育の実施について検討

平成30年7月から調査を開始し、平成31年2月

から母子手帳アプリを導入

複数年保育を含めた、今後の幼稚園の方向性は 電子母子手帳の導入は

問答問問問 答

問答 答

問問

答 定
期
予
防
接
種
と
電
子
母

子
手
帳
を
伺
う

玉那覇  淑子 議員玉那覇  淑子 議員
たまなはたまなは ひでこひでこ

喜友名 盛充 議員喜友名 盛充 議員
きゅうなきゅうな もりみつもりみつ

待
機
児
童
対
策
と
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ

い
て

一般質問一般質問 ずばり、ずばり、町町政政をを問う！！問う！！

答答

問

問

町
立
幼
稚
園
を
問
う

答答

子
育
て
支
援
制
度
に
つ
い
て

無料ダウンロードは
こちら!!

日本産婦人科医会
日本小児科医会

後援

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
公
共
施
設
へ
の
ヘ
リ
サ
イ
ン

の
設
置
に
つ
い
て

便利な「母子手帳アプリ」で予防接種を忘れずに

より手厚い子育てのサポート体制を３歳児からの保育が望まれる町立幼稚園
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一
般
質
問

一
般
質
問

北
谷
町
議
会
で
は
、
議
員
は
年
４
回
の
定
例
会
で
一
般
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
の
機
能
は
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

「
政
策
提
案
機
能
」…

政
策
の
改
善
や
廃
止
を
提
起
す
る
機
能
。
／
「
監
査
機
能
」…

町
の
予
算
執
行
な
ど
が
適
切
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
。

　
年
収
３
６
０
万
円
以
上
の
実
費

徴
収
と
な
る
対
象
者
数
は
何
人
か

　
実
費
徴
収
対
象
者
は
、
合
計
４

１
８
人
で
、
１
号
認
定
子
ど
も
が

１
１
１
人
、
２
号
認
定
子
ど
も
が

３
０
７
人
。

　
今
回
、
実
費
徴
収
と
な
る
主
食

費
、
副
食
費
を
公
費
で
負
担
し
た

場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
金
額
は
幾
ら
に

な
る
か
、
公
費
負
担
で
行
う
考
え

は
な
い
か

　
実
費
徴
収
額
を
全
額
公
費
で
負

担
し
た
場
合
の
金
額
は
、
月
額
約

１
７
０
万
円
が
見
込
ま
れ
る
。
２

号
認
定
子
ど
も
の
副
食
費
は
、
国

が
実
費
徴
収
す
る
方
針
を
決
定
し
、

主
食
費
は
、
現
在
免
除
。
無
償
化

後
も
こ
の
取
扱
い
を
継
続
す
る
。

　
給
食
費
の
実
費
徴
収
に
伴
い
、

給
食
費
の
未
納
へ
の
不
安
や
保
護

者
へ
の
説
明
、
対
応
等
、
園
側
の

負
担
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
ど
の
よ

う
な
問
題
が
予
測
さ
れ
る
か
。
そ

の
間
題
に
対
し
、
行
政
側
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
を
伺
う

　
想
定
さ
れ
る
問
題
は
、
各
事
業

者
が
督
促
等
を
適
切
に
実
施
、
徴

収
す
る
努
力
を
し
て
も
、
な
お
給

食
費
を
納
め
な
く
滞
納
が
あ
っ
た

場
合
、
事
務
負
担
が
大
き
く
な
る

と
予
測
さ
れ
る
。
悪
質
な
滞
納
者

は
、
町
か
ら
も
滞
納
者
に
支
払
い

を
促
す
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
。

　
小
規
模
保
育
の
課
題
と
し
て
、

３
歳
か
ら
の
受
入
れ
先
の
確
保
が

挙
げ
ら
れ
る
と
思
う
が
、
他
の
園

と
の
連
携
を
伺
う

　
既
存
の
小
規
模
保
育
事
業
は
全

て
連
携
施
設
を
確
保
、
今
回
新
た

に
小
規
模
保
育
事
業
を
実
施
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
３
歳
児
の
受
皿

が
不
足
し
、
連
携
施
設
の
確
保
が

困
難
と
な
る
可
能
性
も
見
込
ま
れ

る
が
、
既
存
施
設
の
定
員
見
直
し
、

受
皿
の
確
保
方
策
を
検
討
。

　
無
償
化
に
伴
い
、
３
歳
か
ら
５

歳
の
保
育
ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
増

え
て
く
る
。
複
数
年
保
育
や
預
か

り
保
育
を
含
め
た
総
合
的
な
教
育

等
、
今
後
の
幼
稚
園
の
方
向
性
を

伺
う

　
更
な
る
幼
児
教
育
の
充
実
を
図

る
た
め
、
令
和
元
年
10
月
か
ら
４

歳
児
の
預
か
り
保
育
を
実
施
。
令

和
２
年
度
以
降
は
、
ニ
ー
ズ
の
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
３
歳
児
か

ら
の
３
年
保
育
の
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

　
今
後
の
１
号
認
定
の
子
ど
も
推

移
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

　
核
家
族
化
の
進
行
、
女
性
の
社

会
進
出
に
よ
る
就
労
機
会
の
増
加
、

保
護
者
の
就
労
形
態
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
、
ど
の
年
齢
も
減
少
し

て
い
く
。

　
各
予
防
接
種
予
定
日
の
通
知
方

法
、
予
防
接
種
の
接
種
率
、
未
受

診
者
の
対
応
を
問
う

　
定
期
予
防
接
種
の
種
類
に
応
じ

て
、
対
象
年
齢
に
な
る
前
月
下
旬

に
対
象
児
童
の
保
護
者
へ
個
別
通

知
を
発
送
。
各
世
帯
へ
配
布
「
健

康
だ
よ
り
（
保
健
事
業
日
程
表
）」

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
各
予
防
接

種
の
対
象
時
期
が
確
認
で
き
る
周

知
を
行
う
。
接
種
率
は
、
平
成
30

年
度
の
実
績
値
、Ｂ
Ｃ
Ｇ
84
・
５

％
、Ｂ
型
肝
炎
１
回
目
91
・
４
％
、

２
回
目
91
・
７
％
、
追
加
87
・
７
％
、

ヒ
ブ
１
回
目
93
・
８
％
、
２
回
目

89
・
８
％
、
３
回
目
92
・
６
％
。

４
種
混
合
１
期
１
回
目
95
・
２
％
、

１
期
２
回
目
94
・
６
％
、１
期
３

回
目
94
・
９
％
、
１
期
追
加
98
・

８
％
。Ｍ
Ｒ
混
合
１
期
90
％
、
２

期
82
・
７
％
。
水
痘
１
回
目
96
％
、

２
回
目
86
・
６
％
。
日
本
脳
炎
１

期
１
回
目
99
・
２
％
、
１
期
２
回

目
96
・
６
％
、
１
期
追
加
87
・
７
％
、

２
期
78
・
７
％
、２
種
混
合
65
・
３

％
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
１
回

目
０
・
３
％
、
２
回
目
及
び
３
回

目
０
％
。
未
接
種
者
へ
の
対
応
は
、

定
期
予
防
接
種
の
種
類
ご
と
に
接

種
対
象
年
齢
の
終
期
と
な
る
数
か

月
前
か
ら
再
勧
奨
通
知
や
再
々
勧

奨
通
知
を
発
送
し
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
未
接
種
の
場
合
に
は
電
話

に
よ
る
接
種
勧
奨
通
達
。
そ
の
他

に
、
教
育
委
員
会
主
催
の
就
学
時

検
診
の
場
に
同
行
し
、
未
接
種
者

の
保
護
者
に
対
す
る
接
種
勧
奨
も

行
う
。

　
本
年
10
月
か
ら
３
歳
以
降
の
子

ど
も
は
全
世
帯
が
保
育
料
無
償
化

の
対
象
に
な
る
が
、
延
長
保
育
や

保
育
園
で
実
費
と
し
て
徴
収
さ
れ

て
い
る
費
用（
給
食
費
や
行
事
費
、

制
服
や
体
操
着
等
）
も
無
償
化
に

な
る
か
伺
う

　
無
償
化
の
対
象
は
保
育
料
に
相

当
す
る
分
の
み
と
な
り
、
延
長
保

育
料
や
実
費
と
し

て
徴
収
さ
れ
る
費

用
は
、
無
償
化
の

対
象
外
。
２
号
認

定
子
ど
も
は
、
こ

れ
ま
で
保
育
料
に

含
ま
れ
る
給
食
費

の
う
ち
、
副
食
費

相
当
分
が
新
た
に

実
費
徴
収
と
な
る
。

　
ど
の
家
庭
も
平

等
に
子
育
て
支
援

が
受
け
ら
れ
る
体

制
が
必
要
だ
と
考

え
る
。
在
宅
で
子

育
て
を
し
て
い
る

家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
や
待
機
児

童
に
支
援
を
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
。
本
町
の
制
度
を
伺
う

　
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
保
護

者
同
士
の
交
流
が
で
き
る
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」、
会
員

同
士
が
育
児
の
相
互
援
助
を
行
う

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
事
業
」、病
気
の
回
復
期
に
あ
る

子
ど
も
を
預
か
る
「
病
児
保
育
事

業
」、
保
護
者
の
疾
病
な
ど
の
緊

急
時
又
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
目
的
の

子
ど
も
を
預
か
る
「
一
時
保
育
」。

経
済
的
支
援
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
無
料
チ
ケ
ッ
ト
配
布
」、
生

活
保
護
世
帯
及
び
住
民
税
非
課
税
、

親
世
帯
に
対
す
る
「
病
児
保
育
、

一
時
保
育
の
利
用
料
免
除
」。
待

機
児
童
の
支
援
は
、
認
可
外
保
育

施
設
利
用
料
の
一
部
補
助
、
ひ
と

り
親
世
帯
に
対
す
る
全
額
補
助
が

あ
る
。

Q

A

Q

A10月から４歳児の預かり保育を実施。ニーズの動向を

踏まえ、３年保育の実施について検討

平成30年7月から調査を開始し、平成31年2月

から母子手帳アプリを導入

複数年保育を含めた、今後の幼稚園の方向性は 電子母子手帳の導入は

問答問問問 答

問答 答

問問

答 定
期
予
防
接
種
と
電
子
母

子
手
帳
を
伺
う

玉那覇  淑子 議員玉那覇  淑子 議員
たまなはたまなは ひでこひでこ

喜友名 盛充 議員喜友名 盛充 議員
きゅうなきゅうな もりみつもりみつ

待
機
児
童
対
策
と
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ

い
て

一般質問一般質問 ずばり、ずばり、町町政政をを問う！！問う！！

答答

問

問

町
立
幼
稚
園
を
問
う

答答

子
育
て
支
援
制
度
に
つ
い
て

無料ダウンロードは
こちら!!

日本産婦人科医会
日本小児科医会

後援

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
公
共
施
設
へ
の
ヘ
リ
サ
イ
ン

の
設
置
に
つ
い
て

便利な「母子手帳アプリ」で予防接種を忘れずに

より手厚い子育てのサポート体制を３歳児からの保育が望まれる町立幼稚園
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
の
質
問
時
間
お
よ
び
回
数
は
、
答
弁
時
間
を
除
き
20
分
以
内
で
、
時
間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

質
問
方
法
は
、
効
率
的
な
議
会
運
営
を
目
的
に
、
質
問
す
る
議
員
が
あ
ら
か
じ
め
議
長
を
と
お
し
て
町
当
局
に
質
問
の
趣
旨
な
ど
を
知
ら
せ
る

「
通
告
制
」
を
採
用
し
、
議
員
は
そ
の
内
容
に
添
っ
て
質
問
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
給
与
費
明
細
書
一
般

職
の
「
時
間
外
勤
務
手
当
費
」
の

当
初
予
算
額
は
幾
ら
か
。
現
在
ま

で
に
、
何
％
の
補
正
を
し
た
か

　
当
初
予
算
に
計
上
し
た
「
時
間

外
勤
務
手
当
」
の
総
額
は
４
千
49

万
３
千
円
。
そ
の
後
の
補
正
予
算

総
額
は
４
千
３
１
５
万
４
千
円
。

そ
の
差
額
２
６
６
万
１
千
円
、６
・

６
％
の
補
正
。

　「
時
間
外
勤
務
手
当
費
」
の
過

去
３
年
間
の
予
算
額
は
横
ば
い
と

あ
っ
た
が
、
時
間
外
勤
務
の
具
体

的
な
抑
止
策
は

　
過
去
３
年
間
の
時
間
外
勤
務
手

当
の
予
算
計
上
は
、
平
成
29
年
度

が
４
千
２
５
３
万
８
千
円
。
平
成

30
年
度
当
初
が
４
千
２
０
１
万
１

千
円
。
平
成
31
年
度
（
令
和
元
年

度
）
が
４
千
49
万
３
千
円
。
本
町

に
限
ら
ず
、
臨
時
的
又
は
新
規
の

事
業
等
、
多
種
多
様
な
業
務
に
取

組
む
地
方
公
共
団
体
は
、
適
切
な

時
間
外
勤
務
手
当
の
予
算
確
保
は

必
要
不
可
欠
。

　
各
課
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」

を
も
っ
て
、
時
間
外
勤
務
の
抑
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
理
解
し
て

い
る
が
、
決
算
に
当
た
り
「
費
用

対
効
果
」
の
具
体
的
な
現
状
の
説

明
を
求
め
る

　
事
業
計
画
書
は
明
確
な
目
標
を

掲
げ
、
当
該
目
標
達
成
に
向
け
た

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

目
標
設
定
は
、
各
課
で
所
管
す
る

住
民
福
祉
の
向
上
、
教
育
の
充
実
、

安
心
安
全
の
確
保
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
一
概
に
答
弁

す
る
こ
と
が
困
難
。

　
岩
手
県
紫
波
町
の「
オ
ガ
ー
ル
」

の
よ
う
な
「
連
携
型
複
合
施
設
」

を
未
来
の
北
谷
町
に
も
希
望
す
る
。

専
用
体
育
館
、
カ
フ
ェ
、
図
書
館
、

病
院
、
社
協
の
専
用
事
務
所
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
が
可
能
性
は

　「
オ
ガ
ー
ル
」
は
、
公
民
が
連

携
し
、
取
組
成
功
し
た
事
例
。
民

間
の
優
れ
た
技
術
力
や
資
金
等
を

活
用
し
公
共
施
設
を
整
備
し
た
手

法
で
あ
る
。
本
町
の
厳
し
い
財
政

状
況
や
地
域
の
活
性
化
等
の
観
点

か
ら
大
変
重
要
で
参
考
に
な
る
モ

デ
ル
地
区
だ
と
認
識
す
る
。
民
間

活
力
を
用
い
て
公
共
施
設
等
の
整

備
を
積
極
的
に
、
各
自
治
体
が
進

め
て
い
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
財
政
負
担
の
軽
減
、
平
準
化

と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
民
間

活
力
の
導
入
促
進
に
関
し
、
他
自

治
体
の
整
備
手
法
も
参
考
に
、
施

設
整
備
の
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

　「
私
立
小
学
校
」を
誘
致
し「
公

立
小
学
校
」と
共
に
選
べ
る
自
由

が
あ
れ
ば
、町
民
福
祉
の
向
上
に

つ
な
が
る
が
構
想
は

　
初
頭
・
中
等
・
高
等
教
育
、
総

合
的
な
視
点
で
、
提
言
書
の
具
体

化
に
向
け
積
極
的
に
情
報
交
換
を

し
て
い
く
。

 

　
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金

制
度
の
活
用
に
つ
い
て
所
見
を
伺

う
。
ま
た
、
問
い
合
わ
せ
、
相
談

は
な
い
か

　
地
域
に
お
け
る
就
業
機
会
の
創

出
や
経
済
基
盤
の
強
化
を
図
る
地

域
の
価
値
向
上
を
実
現
す
る
た
め

に
、
事
業
者
等
か
ら
費
用
を
負
担

し
て
も
ら
う
制
度
で
、
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行
う
事
業
者

等
の
民
間
団
体
は
、
行
政
の
一
定

の
関
与
の
下
、
主
体
的
な
取
組
が

求
め
ら
れ
、
行
政
は
、
民
間
団
体

と
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
方
向
性

を
共
有
し
、
官
民
連
携
で
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
で
き
る
た
め
利
点
の

多
い
制
度
で
あ
る
。
事
業
者
か
ら

の
相
談
は
受
け
付
け
て
い
る
が
、

活
動
区
域
の
設
定
や
負
担
金
の
考

え
方
、
実
行
機
関
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
等
を
積
極
的
に
取
り
組
む
民

間
団
体
の
選
定
等
、
制
度
導
入
に

当
た
っ
て
は
各
種
手
続
等
が
必
要
。

今
後
は
庁
内
調
整
及
び
関
係
事
業

者
等
と
も
意
見
を
交
え
検
討
。

　「
世
界
水
準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ

ン
フ
ロ
ン
ト
リ
ゾ
ー
ト
地
」
の
具

体
的
な
モ
デ
ル
リ
ゾ
ー
ト
地
と
は

　
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
は
、
ア

メ
リ
カ
西
海
岸
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の

街
並
み
・
建
物
が
モ
デ
ル
。
フ
ィ

ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
地
区
は
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
先
進
地
と
し
て
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
モ
デ
ル
。
今
後

予
定
す
る
開
発
と
の
調
和
を
図
り

更
な
る
魅
力
向
上
と
発
信
に
取
り

組
む
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
内
の
多
目

的
交
流
広
場
や
遊
歩
道
周
辺
の
緑

地
管
理
を
伺
う

　
多
目
的
交
流
広
場
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
北
谷
美
浜
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
、
遊
歩
道
等
は
、
周
辺
緑
地
も

含
め
北
谷
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
維
持
管
理
を
委
託
。
草
刈

り
に
掛
か
る
費
用
を
抑
制
し
つ
つ

時
期
や
発
注
方
法
を
工
夫
で
き
な

い
か
、
適
正
な
管
理
が
で
き
る
よ

う
今
後
検
討
す
る
。

　
地
域
自
主
防
災
会
へ
の
支
援
状

況
は

　
関
連
機
関
と
連
携
し
、
訓
練
計

画
の
相
談
・
助
言
・
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
訓
練
で
賞
味
期
限
の
近

づ
い
た
町
の
備
蓄
品
を
提
供
。「

北
谷
町
自
主
防
災
組
織
補
助
金
交

付
要
綱
」
を
制
定
し
、
防
災
関
連

の
備
品
等
の
購
入
を
補
助
。

　
防
災
課
を
新
設
し
て
防
災
行
政

（
防
災
力
）
を
強
化
す
る
考
え
は

　
令
和
２
年
度
、
町
全
体
の
機
構

改
革
を
実
施
。
防
災
業
務
を
始
め

地
域
の
安
全
に
係
る
業
務
の
体
制

強
化
に
つ
い
て
検
討
。

　
町
内
各
学
校
に
お
け
る
子
供
た

ち
の
防
災
学
習
、
訓
練
等
の
実
施

状
況
を
伺
う

　
小
学
校
で
は
、
地
域
探
検
や
散

策
、
地
域
マ
ッ
プ
や
安
全
マ
ッ
プ

づ
く
り
、
避
難
場
所
の
確
認
、
防

災
設
備
や
地
震
・
津
波
へ
の
備
え

に
つ
い
て
学
習
、
消
防
署
の
見
学

等
も
実
施
。
中
学
校
で
は
、
避
難

訓
練
を
実
施
し
、
災
害
内
容
に
応

じ
た
避
難
方
法
等
を
学
習
、
実
践

し
て
い
る
。

Q

A

Q

A人事異動に伴う補正。プレミアム付商品券事業を

今年度臨時的に実施するための補正

制度導入に当たっては各種手続等が必要。今後は

庁内調整及び関係事業者等とも意見を交え検討

役場職員の「時間外勤務費」の補正増を問う エリアマネジメント負担金制度についての
取組は

問「
全
て
の
人
が
定
時
で
帰
り
、

家
族
と
過
ご
せ
る
環
境
作

り
」
が
大
切
。役
場
職
員
の

「
時
間
外
勤
務
」を
問
う

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た「
知
の
拠
点
」の

形
成
に
つ
い
て

友利  勉 議員友利  勉 議員
ともりともり つとむつとむ

玉城  靖規 議員玉城  靖規 議員
たまきたまき やすのりやすのり

問答問問 答答

問答

問

問

答

答

問 答答

問問問 答答 答

商
・
観
光
業
振
興
に
つ
い
て

地
域
防
災
行
政
を
問
う

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
カ
ー
ド
利
用
に

つ
い
て

・
住
居
表
示
事
業
と
行
政
区
の

編
成
見
直
し
に
つ
い
て

地域自主防災会の避難訓練

デポアイランドウォークボードエリアで夕日を眺める来訪者

「オガール紫波」のように公民一体で未来を創ろうと提案

夜 7時…お家で待っている家族がいます。「残業ゼロに！」

し
　
わ

し　 わ
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一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
の
質
問
時
間
お
よ
び
回
数
は
、
答
弁
時
間
を
除
き
20
分
以
内
で
、
時
間
内
で
あ
れ
ば
何
回
で
も
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

質
問
方
法
は
、
効
率
的
な
議
会
運
営
を
目
的
に
、
質
問
す
る
議
員
が
あ
ら
か
じ
め
議
長
を
と
お
し
て
町
当
局
に
質
問
の
趣
旨
な
ど
を
知
ら
せ
る

「
通
告
制
」
を
採
用
し
、
議
員
は
そ
の
内
容
に
添
っ
て
質
問
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
給
与
費
明
細
書
一
般

職
の
「
時
間
外
勤
務
手
当
費
」
の

当
初
予
算
額
は
幾
ら
か
。
現
在
ま

で
に
、
何
％
の
補
正
を
し
た
か

　
当
初
予
算
に
計
上
し
た
「
時
間

外
勤
務
手
当
」
の
総
額
は
４
千
49

万
３
千
円
。
そ
の
後
の
補
正
予
算

総
額
は
４
千
３
１
５
万
４
千
円
。

そ
の
差
額
２
６
６
万
１
千
円
、６
・

６
％
の
補
正
。

　「
時
間
外
勤
務
手
当
費
」
の
過

去
３
年
間
の
予
算
額
は
横
ば
い
と

あ
っ
た
が
、
時
間
外
勤
務
の
具
体

的
な
抑
止
策
は

　
過
去
３
年
間
の
時
間
外
勤
務
手

当
の
予
算
計
上
は
、
平
成
29
年
度

が
４
千
２
５
３
万
８
千
円
。
平
成

30
年
度
当
初
が
４
千
２
０
１
万
１

千
円
。
平
成
31
年
度
（
令
和
元
年

度
）
が
４
千
49
万
３
千
円
。
本
町

に
限
ら
ず
、
臨
時
的
又
は
新
規
の

事
業
等
、
多
種
多
様
な
業
務
に
取

組
む
地
方
公
共
団
体
は
、
適
切
な

時
間
外
勤
務
手
当
の
予
算
確
保
は

必
要
不
可
欠
。

　
各
課
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」

を
も
っ
て
、
時
間
外
勤
務
の
抑
止

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
理
解
し
て

い
る
が
、
決
算
に
当
た
り
「
費
用

対
効
果
」
の
具
体
的
な
現
状
の
説

明
を
求
め
る

　
事
業
計
画
書
は
明
確
な
目
標
を

掲
げ
、
当
該
目
標
達
成
に
向
け
た

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

目
標
設
定
は
、
各
課
で
所
管
す
る

住
民
福
祉
の
向
上
、
教
育
の
充
実
、

安
心
安
全
の
確
保
を
目
標
に
掲
げ

て
い
る
が
、
こ
こ
で
一
概
に
答
弁

す
る
こ
と
が
困
難
。

　
岩
手
県
紫
波
町
の「
オ
ガ
ー
ル
」

の
よ
う
な
「
連
携
型
複
合
施
設
」

を
未
来
の
北
谷
町
に
も
希
望
す
る
。

専
用
体
育
館
、
カ
フ
ェ
、
図
書
館
、

病
院
、
社
協
の
専
用
事
務
所
な
ど

が
考
え
ら
れ
る
が
可
能
性
は

　「
オ
ガ
ー
ル
」
は
、
公
民
が
連

携
し
、
取
組
成
功
し
た
事
例
。
民

間
の
優
れ
た
技
術
力
や
資
金
等
を

活
用
し
公
共
施
設
を
整
備
し
た
手

法
で
あ
る
。
本
町
の
厳
し
い
財
政

状
況
や
地
域
の
活
性
化
等
の
観
点

か
ら
大
変
重
要
で
参
考
に
な
る
モ

デ
ル
地
区
だ
と
認
識
す
る
。
民
間

活
力
を
用
い
て
公
共
施
設
等
の
整

備
を
積
極
的
に
、
各
自
治
体
が
進

め
て
い
る
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
、
財
政
負
担
の
軽
減
、
平
準
化

と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
民
間

活
力
の
導
入
促
進
に
関
し
、
他
自

治
体
の
整
備
手
法
も
参
考
に
、
施

設
整
備
の
調
査
・
研
究
を
進
め
る
。

　「
私
立
小
学
校
」を
誘
致
し「
公

立
小
学
校
」と
共
に
選
べ
る
自
由

が
あ
れ
ば
、町
民
福
祉
の
向
上
に

つ
な
が
る
が
構
想
は

　
初
頭
・
中
等
・
高
等
教
育
、
総

合
的
な
視
点
で
、
提
言
書
の
具
体

化
に
向
け
積
極
的
に
情
報
交
換
を

し
て
い
く
。

 
　
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
負
担
金

制
度
の
活
用
に
つ
い
て
所
見
を
伺

う
。
ま
た
、
問
い
合
わ
せ
、
相
談

は
な
い
か

　
地
域
に
お
け
る
就
業
機
会
の
創

出
や
経
済
基
盤
の
強
化
を
図
る
地

域
の
価
値
向
上
を
実
現
す
る
た
め

に
、
事
業
者
等
か
ら
費
用
を
負
担

し
て
も
ら
う
制
度
で
、
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
を
行
う
事
業
者

等
の
民
間
団
体
は
、
行
政
の
一
定

の
関
与
の
下
、
主
体
的
な
取
組
が

求
め
ら
れ
、
行
政
は
、
民
間
団
体

と
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
方
向
性

を
共
有
し
、
官
民
連
携
で
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
で
き
る
た
め
利
点
の

多
い
制
度
で
あ
る
。
事
業
者
か
ら

の
相
談
は
受
け
付
け
て
い
る
が
、

活
動
区
域
の
設
定
や
負
担
金
の
考

え
方
、
実
行
機
関
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
等
を
積
極
的
に
取
り
組
む
民

間
団
体
の
選
定
等
、
制
度
導
入
に

当
た
っ
て
は
各
種
手
続
等
が
必
要
。

今
後
は
庁
内
調
整
及
び
関
係
事
業

者
等
と
も
意
見
を
交
え
検
討
。

　「
世
界
水
準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ

ン
フ
ロ
ン
ト
リ
ゾ
ー
ト
地
」
の
具

体
的
な
モ
デ
ル
リ
ゾ
ー
ト
地
と
は

　
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
は
、
ア

メ
リ
カ
西
海
岸
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の

街
並
み
・
建
物
が
モ
デ
ル
。
フ
ィ

ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
地
区
は
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
先
進
地
と
し
て
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
モ
デ
ル
。
今
後

予
定
す
る
開
発
と
の
調
和
を
図
り

更
な
る
魅
力
向
上
と
発
信
に
取
り

組
む
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
内
の
多
目

的
交
流
広
場
や
遊
歩
道
周
辺
の
緑

地
管
理
を
伺
う

　
多
目
的
交
流
広
場
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
北
谷
美
浜
ま
ち
づ
く
り
研
究

会
、
遊
歩
道
等
は
、
周
辺
緑
地
も

含
め
北
谷
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
維
持
管
理
を
委
託
。
草
刈

り
に
掛
か
る
費
用
を
抑
制
し
つ
つ

時
期
や
発
注
方
法
を
工
夫
で
き
な

い
か
、
適
正
な
管
理
が
で
き
る
よ

う
今
後
検
討
す
る
。

　
地
域
自
主
防
災
会
へ
の
支
援
状

況
は

　
関
連
機
関
と
連
携
し
、
訓
練
計

画
の
相
談
・
助
言
・
指
導
を
行
っ

て
い
る
。
訓
練
で
賞
味
期
限
の
近

づ
い
た
町
の
備
蓄
品
を
提
供
。「

北
谷
町
自
主
防
災
組
織
補
助
金
交

付
要
綱
」
を
制
定
し
、
防
災
関
連

の
備
品
等
の
購
入
を
補
助
。

　
防
災
課
を
新
設
し
て
防
災
行
政

（
防
災
力
）
を
強
化
す
る
考
え
は

　
令
和
２
年
度
、
町
全
体
の
機
構

改
革
を
実
施
。
防
災
業
務
を
始
め

地
域
の
安
全
に
係
る
業
務
の
体
制

強
化
に
つ
い
て
検
討
。

　
町
内
各
学
校
に
お
け
る
子
供
た

ち
の
防
災
学
習
、
訓
練
等
の
実
施

状
況
を
伺
う

　
小
学
校
で
は
、
地
域
探
検
や
散

策
、
地
域
マ
ッ
プ
や
安
全
マ
ッ
プ

づ
く
り
、
避
難
場
所
の
確
認
、
防

災
設
備
や
地
震
・
津
波
へ
の
備
え

に
つ
い
て
学
習
、
消
防
署
の
見
学

等
も
実
施
。
中
学
校
で
は
、
避
難

訓
練
を
実
施
し
、
災
害
内
容
に
応

じ
た
避
難
方
法
等
を
学
習
、
実
践

し
て
い
る
。

Q

A

Q

A人事異動に伴う補正。プレミアム付商品券事業を

今年度臨時的に実施するための補正

制度導入に当たっては各種手続等が必要。今後は

庁内調整及び関係事業者等とも意見を交え検討

役場職員の「時間外勤務費」の補正増を問う エリアマネジメント負担金制度についての
取組は

問「
全
て
の
人
が
定
時
で
帰
り
、

家
族
と
過
ご
せ
る
環
境
作

り
」
が
大
切
。役
場
職
員
の

「
時
間
外
勤
務
」を
問
う

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た「
知
の
拠
点
」の

形
成
に
つ
い
て

友利  勉 議員友利  勉 議員
ともりともり つとむつとむ

玉城  靖規 議員玉城  靖規 議員
たまきたまき やすのりやすのり

問答問問 答答

問答

問

問

答

答

問 答答

問問問 答答 答

商
・
観
光
業
振
興
に
つ
い
て

地
域
防
災
行
政
を
問
う

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
カ
ー
ド
利
用
に

つ
い
て

・
住
居
表
示
事
業
と
行
政
区
の

編
成
見
直
し
に
つ
い
て

地域自主防災会の避難訓練

デポアイランドウォークボードエリアで夕日を眺める来訪者

「オガール紫波」のように公民一体で未来を創ろうと提案

夜 7時…お家で待っている家族がいます。「残業ゼロに！」

し
　
わ

し　 わ
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
本
町
の
特
産
品
開
発
や
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
、
学
び
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
世
代
を
越
え
て
集
え
る
場

所
と
し
て
建
物
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
は
可
能
か

　
今
後
の
利
用
は
、
現
時
点
で
未

定
。
本
施
設
に
は
調
理
や
休
憩
機

能
も
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

特
産
品
開
発
や
子
ど
も
の
居
場
所

な
ど
世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
も

幅
広
い
活
用
が
見
込
ま
れ
る
。
今

後
の
活
用
に
係
る
提
言
と
し
て
参

考
に
す
る
。
複
数
の
政
策
を
相
互

に
関
連
付
け
る
「
政
策
間
連
携
」

等
の
要
素
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

民
間
事
業
者
等
か
ら
の
活
用
要
望

が
あ
り
、
か
つ
、
本
町
政
策
と
合

致
す
る
内
容
で
あ
れ
ば
支
援
で
き

る
。

　
早
期
発
見
す
る
こ
と
で
最
悪
の

事
態
を
未
然
に
防
げ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
本
町
の
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
、
保
護

ま
で
い
か
ず
と
も
虐
待
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
た
件
数
は

　
市
町
村
は
地
域
に
身
近
な
公
的

機
関
と
し
て
、
児
童
虐
待
を
発
見

し
た
者
及
び
虐
待
を
疑
っ
た
者
か

ら
の
通
告
の
受
理
機
関
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
本
町
で
は
子
ど
も

家
庭
課
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
児
童
虐
待
の
相
談
、
情
報
提

供
を
含
む
通
告
件
数
は
、
平
成
30

年
度
は
合
計
26
件
で
、
そ
の
内
訳

は
、
保
育
所
か
ら
６
件
、
幼
稚
園

か
ら
０
件
、
小
中
学
校
か
ら
３
件
、

教
育
委
員
会
か
ら
２
件
、
そ
れ
以

外
か
ら
の
報
告
が
15
件
。

　
教
育
委
員
会
と
子
ど
も
家
庭
課

の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
児
童
を
含

む
要
保
護
児
童
等
の
対
応
、
児
童

福
祉
法
に
お
い
て
、
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
の
設
置
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
本
町
は
、
本
協
議

会
を
設
置
し
、
運
営
の
中
核
と
な

る
調
整
機
関
を
子
ど
も
家
庭
課
が

担
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
は
、

学
校
教
育
課
が
本
協
議
会
の
構
成

機
関
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
代

表
者
会
議
を
始
め
と
す
る
各
種
会

議
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
要
保
護
児
童
等
の
支
援
に
当

た
っ
て
は
、
個
別
事
例
ご
と
に
教

育
委
員
会
を
含
む
各
関
係
機
関
や

関
係
者
を
招
集
し
た
個
別
支
援
会

議
を
開
催
し
、
関
係
者
間
で
必
要

な
情
報
の
交
換
と
支
援
の
協
議
を

行
い
、
各
機
関
連
携
の
下
、
支
援

を
実
施
。

　
虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
各
課
、
又
は
関
係

各
所
と
の
連
携
と
対
応
方
法
は

　
児
童
虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
相

談
や
通
告
を
受
理
し
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
、
緊
急
受
理
会
議
を
社

会
福
祉
士
、
児
童
相
談
員
、
係
長
、

課
長
で
開
催
し
、
危
険
度
と
緊
急

性
を
判
断
す
る
た
め
の
情
報
収
集

と
48
時
間
以
内
の
児
童
の
安
全
確

認
な
ど
迅
速
な
対
応
を
図
る
。

　
即
実
践
力
と
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
定
年
退
職
を
し
た
公
務
員
、

消
防
士
、
警
察
官
、
自
衛
官
、
海

上
保
安
官
、
民
間
企
業
で
働
い
て

き
た
専
門
性
を
身
に
つ
け
た
技
術

士
、
通
訳
案
内
士
等
を
活
用
で
き

な
い
か
伺
う

　
現
在
、
防
災
担
当
の
非
常
勤
職

員
と
し
て
定
年
退
職
し
た
元
消
防

士
を
任
用
し
て
い
る
ほ
か
、
そ
の

他
の
職
に
お
い
て
も
複
数
名
の
元

消
防
士
の
方
を
非
常
勤
職
員
と
し

て
任
用
。
ま
た
、
来
年
度
導
入
を

予
定
し
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職

員
の
任
用
は
、
広
く
募
集
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
当
該

募
集
の
際
に
提
案
の
あ
っ
た
職
種

の
方
々
か
ら
の
応
募
が
あ
れ
ば
、

書
類
審
査
及
び
面
接
等
に
よ
っ
て

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
そ
の
任

用
を
検
討
。

　
現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
は
別
に
北
谷
町
で
再
雇
用
し

派
遣
を
す
る
事
業
、
す
な
わ
ち
人

材
バ
ン
ク
の
設
置
及
び
個
人
登
録

を
導
入
す
る
考
え
は

　「
人
材
バ
ン
ク
の
設
置
及
び
個

人
登
録
」
は
、
人
材
派
遣
と
い
う

事
業
が
、
既
に
民
間
企
業
等
で
広

く
行
わ
れ
て
い
る
中
で
、
行
政
が

人
材
派
遣
事
業
を
行
う
た
め
に
は
、

公
平
性
や
公
共
性
を
始
め
、
地
域

社
会
に
お
け
る
公
益
性
に
特
化
し

た
人
材
派
遣
事
業
と
な
る
。
現
状

で
は
、
人
材
の
登
録
要
件
の
設
定

や
人
材
の
確
保
等
、
様
々
な
課
題

が
あ
る
た
め
、
導
入
は
厳
し
い
。

　
定
年
退
職
し
た
教
職
員
を
町
内

各
小
中
学
校
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
派
遣
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

町
立
保
育
所
を
定
年
退
職
し
た
保

育
士
を
再
雇
用
で
き
な
い
か
伺
う

　
教
職
員
の
再
雇
用
は
、
県
教
育

委
員
会
に
お
い
て
65
歳
ま
で
再
任

用
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
再
雇

用
を
希
望
す
る
多
く
の
教
職
員
が

再
任
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の

再
任
用
の
役
職
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

各
学
校
を
巡
回
し
な
が
ら
、
学
校

経
営
や
学
校
運
営
に
対
し
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
、
学
校
運
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
あ
る
。
ま
た
、
町
内
で

の
教
員
の
再
雇
用
に
つ
い
て
は
、

学
習
支
援
員
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
と
し
て
採
用
し
、
活
用
し
て

い
る
。
定
年
退
職
後
の
保
育
士
を

非
常
勤
職
員
と
し
て
再
雇
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
現
在
に
お
い
て

も
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入

後
に
お
い
て
も
可
能
。

　
非
正
規
職
員
２
３
３
人
が
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
に
移
行
後
、

定
年
退
職
し
た
専
門
職
の
役
場
職

員
を
再
任
用
す
る
考
え
は
な
い
か

　
定
年
退
職
す
る
職
員
が
希
望
す

れ
ば
特
別
職
非
常
勤
職
員
又
は
一

般
職
非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用
を

行
っ
て
い
る
。
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
お
い
て
も
同
様
の
運
用

が
可
能
。
ま
た
、
今
後
に
お
け
る

定
年
退
職
し
た
職
員
の
再
雇
用
の

在
り
方
は
、
政
府
に
お
い
て
現
在

検
討
さ
れ
て
い
る
定
年
延
長
に
関

す
る
情
報
等
の
収
集
も
行
い
な
が

ら
検
討
。

Q

A

Q

A今年度実施設計、令和２年度に建築工事に着手し、

令和３年度の供用開始
会計年度任用職員としての任用を検討する

防災拠点整備事業として、北谷消防署の移
設時期と跡地利用計画は

即実践力として退職者の活用ができないか

問答

問

答問答

問答問問 答

問

答

答

問答

退
職
者
の
再
雇
用
対
策
及

び
人
づ
く
り
に
つ
い
て

又吉  朋和 議員又吉  朋和 議員
またよしまたよし ともかずともかず

新垣  千秋 議員新垣  千秋 議員
しんがきしんがき ちあきちあき

北
谷
消
防
署
跡
地
利
用
を
問
う

児
童
虐
待
つ
い
て

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

・
北
谷
町
に
合
っ
た
防
災
・
減

災
対
策
に
つ
い
て

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
消
費
税
増
税
に
つ
い
て

北谷町役場オレンジリボン憲章 ～子ども虐待のない社会を～（厚生労働省ホームページより）
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
本
町
の
特
産
品
開
発
や
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
、
学
び
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
等
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
世
代
を
越
え
て
集
え
る
場

所
と
し
て
建
物
を
有
効
活
用
す
る

こ
と
は
可
能
か

　
今
後
の
利
用
は
、
現
時
点
で
未

定
。
本
施
設
に
は
調
理
や
休
憩
機

能
も
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

特
産
品
開
発
や
子
ど
も
の
居
場
所

な
ど
世
代
間
交
流
の
場
と
し
て
も

幅
広
い
活
用
が
見
込
ま
れ
る
。
今

後
の
活
用
に
係
る
提
言
と
し
て
参

考
に
す
る
。
複
数
の
政
策
を
相
互

に
関
連
付
け
る
「
政
策
間
連
携
」

等
の
要
素
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。

民
間
事
業
者
等
か
ら
の
活
用
要
望

が
あ
り
、
か
つ
、
本
町
政
策
と
合

致
す
る
内
容
で
あ
れ
ば
支
援
で
き

る
。

　
早
期
発
見
す
る
こ
と
で
最
悪
の

事
態
を
未
然
に
防
げ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
本
町
の
保
育
所
、

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
で
、
保
護

ま
で
い
か
ず
と
も
虐
待
が
あ
る
と

報
告
さ
れ
た
件
数
は

　
市
町
村
は
地
域
に
身
近
な
公
的

機
関
と
し
て
、
児
童
虐
待
を
発
見

し
た
者
及
び
虐
待
を
疑
っ
た
者
か

ら
の
通
告
の
受
理
機
関
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
本
町
で
は
子
ど
も

家
庭
課
が
そ
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
児
童
虐
待
の
相
談
、
情
報
提

供
を
含
む
通
告
件
数
は
、
平
成
30

年
度
は
合
計
26
件
で
、
そ
の
内
訳

は
、
保
育
所
か
ら
６
件
、
幼
稚
園

か
ら
０
件
、
小
中
学
校
か
ら
３
件
、

教
育
委
員
会
か
ら
２
件
、
そ
れ
以

外
か
ら
の
報
告
が
15
件
。

　
教
育
委
員
会
と
子
ど
も
家
庭
課

の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
児
童
を
含

む
要
保
護
児
童
等
の
対
応
、
児
童

福
祉
法
に
お
い
て
、
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
の
設
置
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
本
町
は
、
本
協
議

会
を
設
置
し
、
運
営
の
中
核
と
な

る
調
整
機
関
を
子
ど
も
家
庭
課
が

担
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
は
、

学
校
教
育
課
が
本
協
議
会
の
構
成

機
関
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
代

表
者
会
議
を
始
め
と
す
る
各
種
会

議
の
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
要
保
護
児
童
等
の
支
援
に
当

た
っ
て
は
、
個
別
事
例
ご
と
に
教

育
委
員
会
を
含
む
各
関
係
機
関
や

関
係
者
を
招
集
し
た
個
別
支
援
会

議
を
開
催
し
、
関
係
者
間
で
必
要

な
情
報
の
交
換
と
支
援
の
協
議
を

行
い
、
各
機
関
連
携
の
下
、
支
援

を
実
施
。

　
虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
各
課
、
又
は
関
係

各
所
と
の
連
携
と
対
応
方
法
は

　
児
童
虐
待
の
可
能
性
が
あ
る
相

談
や
通
告
を
受
理
し
た
場
合
は
、

そ
の
都
度
、
緊
急
受
理
会
議
を
社

会
福
祉
士
、
児
童
相
談
員
、
係
長
、

課
長
で
開
催
し
、
危
険
度
と
緊
急

性
を
判
断
す
る
た
め
の
情
報
収
集

と
48
時
間
以
内
の
児
童
の
安
全
確

認
な
ど
迅
速
な
対
応
を
図
る
。

　
即
実
践
力
と
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
定
年
退
職
を
し
た
公
務
員
、

消
防
士
、
警
察
官
、
自
衛
官
、
海

上
保
安
官
、
民
間
企
業
で
働
い
て

き
た
専
門
性
を
身
に
つ
け
た
技
術

士
、
通
訳
案
内
士
等
を
活
用
で
き

な
い
か
伺
う

　
現
在
、
防
災
担
当
の
非
常
勤
職

員
と
し
て
定
年
退
職
し
た
元
消
防

士
を
任
用
し
て
い
る
ほ
か
、
そ
の

他
の
職
に
お
い
て
も
複
数
名
の
元

消
防
士
の
方
を
非
常
勤
職
員
と
し

て
任
用
。
ま
た
、
来
年
度
導
入
を

予
定
し
て
い
る
会
計
年
度
任
用
職

員
の
任
用
は
、
広
く
募
集
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
当
該

募
集
の
際
に
提
案
の
あ
っ
た
職
種

の
方
々
か
ら
の
応
募
が
あ
れ
ば
、

書
類
審
査
及
び
面
接
等
に
よ
っ
て

会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
そ
の
任

用
を
検
討
。

　
現
在
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
は
別
に
北
谷
町
で
再
雇
用
し

派
遣
を
す
る
事
業
、
す
な
わ
ち
人

材
バ
ン
ク
の
設
置
及
び
個
人
登
録

を
導
入
す
る
考
え
は

　「
人
材
バ
ン
ク
の
設
置
及
び
個

人
登
録
」
は
、
人
材
派
遣
と
い
う

事
業
が
、
既
に
民
間
企
業
等
で
広

く
行
わ
れ
て
い
る
中
で
、
行
政
が

人
材
派
遣
事
業
を
行
う
た
め
に
は
、

公
平
性
や
公
共
性
を
始
め
、
地
域

社
会
に
お
け
る
公
益
性
に
特
化
し

た
人
材
派
遣
事
業
と
な
る
。
現
状

で
は
、
人
材
の
登
録
要
件
の
設
定

や
人
材
の
確
保
等
、
様
々
な
課
題

が
あ
る
た
め
、
導
入
は
厳
し
い
。

　
定
年
退
職
し
た
教
職
員
を
町
内

各
小
中
学
校
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
派
遣
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

町
立
保
育
所
を
定
年
退
職
し
た
保

育
士
を
再
雇
用
で
き
な
い
か
伺
う

　
教
職
員
の
再
雇
用
は
、
県
教
育

委
員
会
に
お
い
て
65
歳
ま
で
再
任

用
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
再
雇

用
を
希
望
す
る
多
く
の
教
職
員
が

再
任
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の

再
任
用
の
役
職
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

各
学
校
を
巡
回
し
な
が
ら
、
学
校

経
営
や
学
校
運
営
に
対
し
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
、
学
校
運
営
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
が
あ
る
。
ま
た
、
町
内
で

の
教
員
の
再
雇
用
に
つ
い
て
は
、

学
習
支
援
員
、
特
別
支
援
教
育
支

援
員
と
し
て
採
用
し
、
活
用
し
て

い
る
。
定
年
退
職
後
の
保
育
士
を

非
常
勤
職
員
と
し
て
再
雇
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
現
在
に
お
い
て

も
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入

後
に
お
い
て
も
可
能
。

　
非
正
規
職
員
２
３
３
人
が
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
に
移
行
後
、

定
年
退
職
し
た
専
門
職
の
役
場
職

員
を
再
任
用
す
る
考
え
は
な
い
か

　
定
年
退
職
す
る
職
員
が
希
望
す

れ
ば
特
別
職
非
常
勤
職
員
又
は
一

般
職
非
常
勤
職
員
と
し
て
任
用
を

行
っ
て
い
る
。
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
お
い
て
も
同
様
の
運
用

が
可
能
。
ま
た
、
今
後
に
お
け
る

定
年
退
職
し
た
職
員
の
再
雇
用
の

在
り
方
は
、
政
府
に
お
い
て
現
在

検
討
さ
れ
て
い
る
定
年
延
長
に
関

す
る
情
報
等
の
収
集
も
行
い
な
が

ら
検
討
。

Q

A

Q

A今年度実施設計、令和２年度に建築工事に着手し、

令和３年度の供用開始
会計年度任用職員としての任用を検討する

防災拠点整備事業として、北谷消防署の移
設時期と跡地利用計画は

即実践力として退職者の活用ができないか

問答

問

答問答

問答問問 答

問

答

答

問答

退
職
者
の
再
雇
用
対
策
及

び
人
づ
く
り
に
つ
い
て

又吉  朋和 議員又吉  朋和 議員
またよしまたよし ともかずともかず

新垣  千秋 議員新垣  千秋 議員
しんがきしんがき ちあきちあき

北
谷
消
防
署
跡
地
利
用
を
問
う

児
童
虐
待
つ
い
て

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
町
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

・
北
谷
町
に
合
っ
た
防
災
・
減

災
対
策
に
つ
い
て

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
消
費
税
増
税
に
つ
い
て

北谷町役場オレンジリボン憲章 ～子ども虐待のない社会を～（厚生労働省ホームページより）
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
信
号
機
の
設
置
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う

　
沖
縄
警
察
署
か
ら
の
要
請
の
回

答
と
し
て
、
要
請
箇
所
は
、
信
号

機
新
設
に
係
る
設
置
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
。

　
基
地
内
の
測
量
さ
え

も
立
入
り
で
き
な
い
状

況
。
進
捗
を
伺
う

　
基
地
内
へ
の
立
入
許

可
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、

測
量
や
土
質
調
査
な
ど

の
調
査
が
で
き
ず
、
橋

梁
の
予
備
設
計
に
着
手

で
き
な
い
状
態
が
続
い

て
い
る
。
現
在
も
沖
縄

防
衛
局
と
連
携
し
て
米

軍
と
の
協
議
を
行
っ
て

い
る
。
県
道
24
号
線
バ

イ
パ
ス
の
重
要
性
に
鑑

み
、
事
業
を
実
施
す
る

沖
縄
県
土
木
建
築
部
へ

町
長
自
ら
足
を
運
び
、

要
請
。
米
軍
基
地
立
入

許
可
の
実
現
に
向
け
て

も
、
沖
縄
防
衛
局
、
防

衛
省
、
外
務
省
、
米
軍

に
対
し
、
直
接
町
長
が
面
会
し
、

幾
度
と
な
く
要
請
し
た
。
今
後
も

県
道
24
号
線
バ
イ
パ
ス
事
業
の
進

展
に
向
け
、
強
力
に
働
き
掛
け
て

い
く
。

　
県
が
用
地
買
収
し
た
用
地
に
つ

い
て
の
安
全
対
策
や
県
有
地
の
把

握
等
は

　
県
道
24
号
バ
イ
パ
ス
計
画
予
定

地
と
し
て
お
お
む
ね
把
握
し
て
い

る
状
況
。
当
該
地
が
雑
草
の
繁
茂
、

ハ
ブ
の
生
息
、
害
虫
の
発
生
及
び

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
、
近
隣
住
民

の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
生
じ
さ

せ
て
い
る
場
合
に
は
、
所
有
権
が

県
へ
移
転
さ
れ
て
い
る
か
確
認
を

行
い
、
早
急
な
対
応
を
依
頼
す
る
。

県
有
地
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
不

法
投
棄
が
３
件
、
伸
び
た
枝
木
に

よ
る
車
両
運
行
の
妨
げ
が
１
件
あ

り
、
早
急
に
対
応
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
、
空
き
地
等
の
適
正
管

理
の
普
及
啓
発
を
図
り
、
住
民
の

生
活
環
境
の
保
全
推
進
に
努
め
る
。

　
県
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
要
請

を
行
っ
た
か

　
令
和
元
年
度
の
沖
縄
振
興
予
算

は
、
予
算
総
額
３
千
10
億
円
、

ピ
ー
ク
時
の
平
成
26
年
度
の
予

算
総
額
３
千
５
０
１
億
円
か
ら

４
９
１
億
円
の
減
額
。
沖
縄
県

へ
の
要
請
は
、
各
市
町
村
長
が

出
席
す
る
圏
域
別
意
見
交
換
会

や
沖
縄
振
興
計
画
に
関
連
す
る
会

議
等
に
お
い
て
も
直
接
意
見
を
述

べ
、
要
請
等
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
担
当
レ
ベ
ル
か
ら
町
長
ま
で

多
面
的
、
継
続
的
に
要
請
を
行
う
。

　
運
行
方
法
を
工
夫
し
て
い
る
か

　
過
去
２
度
の
ル
ー
ト
及
び
ダ
イ

ヤ
の
変
更
を
実
施
。
昨
年
度
は
北

谷
高
校
生
の
通
学
時
間
に
合
わ
せ

ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
た
が
高
校
生
の

利
用
者
数
が
伸
び
ず
、
今
年
度
は

再
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
利

用
を
優
先
し
た
ダ
イ
ヤ
と
し
た
。

周
遊
時
間
も
平
均
25
分
程
度
短
縮

さ
れ
利
便
性
も
向
上
。
回
数
券
及

び
無
料
乗
継
券
や
バ
ス
予
報
機
能

の
導
入
等
、
利
用
者
の
意
見
と
実

績
を
参
考
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
利
便
性
Ｐ
Ｒ
の
見
解
は

　
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
等
、

様
々
な
媒
体
を
通
じ
Ｐ
Ｒ
中
。
今

年
４
月
に
は
「
運
転
免
許
自
主
返

納
の
広
報
活
動
に
関
す
る
覚
書
」

を
沖
縄
警
察
署
と
締
結
。
情
報
発

信
連
携
体
制
も
強
化
中
。

　
各
種
施
設
と
の
連
携
は

　
町
内
公
共
機
関
や
主
要
ス
ー

パ
ー
等
を
結
ぶ
ル
ー
ト
設
定
の
た

め
、
各
種
施
設
管
理
事
業
者
か
ら

の
公
共
交
通
へ
の
理
解
と
協
力
を

い
た
だ
き
連
携
し
て
い
る
。

　
中
央
保
育
園
前
に
横
断
歩
道
を

設
置
で
き
な
い
か

　
現
場
の
状
況
確
認
と
地
域
自
治

会
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
沖
縄
警

察
署
へ
横
断
歩
道
設
置
の
要
請
を

行
う
。

　
道
路
標
示
等
の
改
善
に
つ
い
て

対
応
は
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に

つ
い
て
の
考
え
、
要
請
の
取
扱
い

を
問
う

　
現
場
確
認
と
調
査
を
行
い
、
沖

縄
警
察
署
へ
要
請
を
行
う
等
で
対

応
。
登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
、

地
域
や
沖
縄
警
察
署
と
連
携
し
交

通
安
全
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
。

　
国
道
58
号
謝
苅
入
口
バ
ス

停
上
屋
修
繕
の
進
捗
状
況
は

　
沖
縄
県
バ
ス
協
会
へ
要
請

書
を
提
出
し
「
再
設
置
に
向

け
て
計
画
中
。
県
内
各
バ
ス

停
の
修
繕
作
業
に
追
わ
れ
、

設
置
時
期
は
明
言
で
き
な
い
」

と
回
答
が
あ
っ
た
。
今
後
の

進
捗
は
随
時
同
協
会
へ
確
認

す
る
。

　
高
宮
城
ア
パ
ー
ト
前
バ
ス

停
留
所
の
名
称
変
更
に
つ
い

て
進
捗
状
況
を
問
う

　
進
展
な
し
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
過
去
３
年
間

の
修
繕
費
と
工
事
費
は

　（
表
を
参
照
）

Q

A

Q

Aガードレール後方に転落防止柵等の安全柵の

設置を検討

整備について検討。整備までの間、適切な維持

修繕工事を行い、教育環境の整備に努める

桑江17号線、転落防止策は必要では 桑江中学校の部活用プレハブの建替えは

問問問 答問

問

答

問

答

問答

答

問

問答問答

問答

問答

答

答答 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

を
問
う

バ
ス
停
の
屋
根
及
び

ベ
ン
チ
設
置
を
問
う

宮里  廣 議員宮里  廣 議員
みやざとみやざと ひろしひろし

調理場備品修繕費

施 設 修 繕 費

工　　事　　費

156万7294円

98万3824円

なし

147万3228円

129万3380円

なし

236万5764円

118万2022円

237万6000円

平成28年度 平成29年度 平成30年度

沖
縄
振
興
予
算
の
影
響
に
つ

い
て

県
道
24
号
線
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て

桑
江
17
号
線
の
安
全
対
策
は

道
路
行
政
は

教
育
行
政
に
つ
い
て

横断歩道の設置が望まれる中央保育園前

転落防止柵の早急な設置を！

県有地の適正管理を強く望む

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
桑
江
公
園
内
拝
所
設
置
に
つ

い
て

・
役
場
庁
舎
敷
地
内
禁
煙
に
つ

い
て

阿波根  弘 議員
あはごんあはごん ひろしひろし
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
信
号
機
の
設
置
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う

　
沖
縄
警
察
署
か
ら
の
要
請
の
回

答
と
し
て
、
要
請
箇
所
は
、
信
号

機
新
設
に
係
る
設
置
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
。

　
基
地
内
の
測
量
さ
え

も
立
入
り
で
き
な
い
状

況
。
進
捗
を
伺
う

　
基
地
内
へ
の
立
入
許

可
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、

測
量
や
土
質
調
査
な
ど

の
調
査
が
で
き
ず
、
橋

梁
の
予
備
設
計
に
着
手

で
き
な
い
状
態
が
続
い

て
い
る
。
現
在
も
沖
縄

防
衛
局
と
連
携
し
て
米

軍
と
の
協
議
を
行
っ
て

い
る
。
県
道
24
号
線
バ

イ
パ
ス
の
重
要
性
に
鑑

み
、
事
業
を
実
施
す
る

沖
縄
県
土
木
建
築
部
へ

町
長
自
ら
足
を
運
び
、

要
請
。
米
軍
基
地
立
入

許
可
の
実
現
に
向
け
て

も
、
沖
縄
防
衛
局
、
防

衛
省
、
外
務
省
、
米
軍

に
対
し
、
直
接
町
長
が
面
会
し
、

幾
度
と
な
く
要
請
し
た
。
今
後
も

県
道
24
号
線
バ
イ
パ
ス
事
業
の
進

展
に
向
け
、
強
力
に
働
き
掛
け
て

い
く
。

　
県
が
用
地
買
収
し
た
用
地
に
つ

い
て
の
安
全
対
策
や
県
有
地
の
把

握
等
は

　
県
道
24
号
バ
イ
パ
ス
計
画
予
定

地
と
し
て
お
お
む
ね
把
握
し
て
い

る
状
況
。
当
該
地
が
雑
草
の
繁
茂
、

ハ
ブ
の
生
息
、
害
虫
の
発
生
及
び

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
、
近
隣
住
民

の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
生
じ
さ

せ
て
い
る
場
合
に
は
、
所
有
権
が

県
へ
移
転
さ
れ
て
い
る
か
確
認
を

行
い
、
早
急
な
対
応
を
依
頼
す
る
。

県
有
地
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
不

法
投
棄
が
３
件
、
伸
び
た
枝
木
に

よ
る
車
両
運
行
の
妨
げ
が
１
件
あ

り
、
早
急
に
対
応
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
、
空
き
地
等
の
適
正
管

理
の
普
及
啓
発
を
図
り
、
住
民
の

生
活
環
境
の
保
全
推
進
に
努
め
る
。

　
県
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
要
請

を
行
っ
た
か

　
令
和
元
年
度
の
沖
縄
振
興
予
算

は
、
予
算
総
額
３
千
10
億
円
、

ピ
ー
ク
時
の
平
成
26
年
度
の
予

算
総
額
３
千
５
０
１
億
円
か
ら

４
９
１
億
円
の
減
額
。
沖
縄
県

へ
の
要
請
は
、
各
市
町
村
長
が

出
席
す
る
圏
域
別
意
見
交
換
会

や
沖
縄
振
興
計
画
に
関
連
す
る
会

議
等
に
お
い
て
も
直
接
意
見
を
述

べ
、
要
請
等
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
担
当
レ
ベ
ル
か
ら
町
長
ま
で

多
面
的
、
継
続
的
に
要
請
を
行
う
。

　
運
行
方
法
を
工
夫
し
て
い
る
か

　
過
去
２
度
の
ル
ー
ト
及
び
ダ
イ

ヤ
の
変
更
を
実
施
。
昨
年
度
は
北

谷
高
校
生
の
通
学
時
間
に
合
わ
せ

ダ
イ
ヤ
を
設
定
し
た
が
高
校
生
の

利
用
者
数
が
伸
び
ず
、
今
年
度
は

再
び
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
施
設
利

用
を
優
先
し
た
ダ
イ
ヤ
と
し
た
。

周
遊
時
間
も
平
均
25
分
程
度
短
縮

さ
れ
利
便
性
も
向
上
。
回
数
券
及

び
無
料
乗
継
券
や
バ
ス
予
報
機
能

の
導
入
等
、
利
用
者
の
意
見
と
実

績
を
参
考
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
利
便
性
Ｐ
Ｒ
の
見
解
は

　
広
報
紙
へ
の
記
事
掲
載
や
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ

ア
を
活
用
し
た
情
報
発
信
等
、

様
々
な
媒
体
を
通
じ
Ｐ
Ｒ
中
。
今

年
４
月
に
は
「
運
転
免
許
自
主
返

納
の
広
報
活
動
に
関
す
る
覚
書
」

を
沖
縄
警
察
署
と
締
結
。
情
報
発

信
連
携
体
制
も
強
化
中
。

　
各
種
施
設
と
の
連
携
は

　
町
内
公
共
機
関
や
主
要
ス
ー

パ
ー
等
を
結
ぶ
ル
ー
ト
設
定
の
た

め
、
各
種
施
設
管
理
事
業
者
か
ら

の
公
共
交
通
へ
の
理
解
と
協
力
を

い
た
だ
き
連
携
し
て
い
る
。

　
中
央
保
育
園
前
に
横
断
歩
道
を

設
置
で
き
な
い
か

　
現
場
の
状
況
確
認
と
地
域
自
治

会
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
沖
縄
警

察
署
へ
横
断
歩
道
設
置
の
要
請
を

行
う
。

　
道
路
標
示
等
の
改
善
に
つ
い
て

対
応
は
。
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に

つ
い
て
の
考
え
、
要
請
の
取
扱
い

を
問
う

　
現
場
確
認
と
調
査
を
行
い
、
沖

縄
警
察
署
へ
要
請
を
行
う
等
で
対

応
。
登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
努

め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
が
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
、

地
域
や
沖
縄
警
察
署
と
連
携
し
交

通
安
全
対
策
の
強
化
に
取
り
組
む
。

　
国
道
58
号
謝
苅
入
口
バ
ス

停
上
屋
修
繕
の
進
捗
状
況
は

　
沖
縄
県
バ
ス
協
会
へ
要
請

書
を
提
出
し
「
再
設
置
に
向

け
て
計
画
中
。
県
内
各
バ
ス

停
の
修
繕
作
業
に
追
わ
れ
、

設
置
時
期
は
明
言
で
き
な
い
」

と
回
答
が
あ
っ
た
。
今
後
の

進
捗
は
随
時
同
協
会
へ
確
認

す
る
。

　
高
宮
城
ア
パ
ー
ト
前
バ
ス

停
留
所
の
名
称
変
更
に
つ
い

て
進
捗
状
況
を
問
う

　
進
展
な
し
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
過
去
３
年
間

の
修
繕
費
と
工
事
費
は

　（
表
を
参
照
）

Q

A

Q

Aガードレール後方に転落防止柵等の安全柵の

設置を検討

整備について検討。整備までの間、適切な維持

修繕工事を行い、教育環境の整備に努める

桑江17号線、転落防止策は必要では 桑江中学校の部活用プレハブの建替えは

問問問 答問

問

答

問

答

問答

答

問

問答問答

問答

問答

答

答答 コ
ミ
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ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行

を
問
う

バ
ス
停
の
屋
根
及
び

ベ
ン
チ
設
置
を
問
う

宮里  廣 議員宮里  廣 議員
みやざとみやざと ひろしひろし

調理場備品修繕費

施 設 修 繕 費

工　　事　　費

156万7294円

98万3824円

なし

147万3228円

129万3380円

なし

236万5764円

118万2022円

237万6000円

平成28年度 平成29年度 平成30年度

沖
縄
振
興
予
算
の
影
響
に
つ

い
て

県
道
24
号
線
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て

桑
江
17
号
線
の
安
全
対
策
は

道
路
行
政
は

教
育
行
政
に
つ
い
て

横断歩道の設置が望まれる中央保育園前

転落防止柵の早急な設置を！

県有地の適正管理を強く望む

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
桑
江
公
園
内
拝
所
設
置
に
つ

い
て

・
役
場
庁
舎
敷
地
内
禁
煙
に
つ

い
て

阿波根  弘 議員
あはごんあはごん ひろしひろし



19 18ちゃたん町議会だより 2019（令和元）年11月号（No.97）ちゃたん町議会だより 2019（令和元）年11月号（No.97）ちゃたん町議会だより 2019（令和元）年11月号（No.97）ちゃたん町議会だより 2019（令和元）年11月号（No.97）

一
般
質
問

一
般
質
問

⑴
生
活
改
善
運
動
に
つ
い
て

　
現
在
の
厳
し
い
雇
用
状
況
や
物

価
の
高
騰
、
も
ろ
も
ろ
の
社
会
情

勢
に
お
い
て
、
今
こ
そ
生
活
改
善

の
提
案
を
行
政
主
導
で
掘
り
起
こ

す
べ
き
、
見
解
を
伺
う

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町
民
の
生

活
改
善
運
動
に
関
す
る
情
報
を
公

開
し
、
啓
発
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
在
、
町
民
へ
の
周
知
等
が
不
十

分
。
今
後
は
生
活
改
善
運
動
に
関

す
る
広
報
の
方
法
等
を
研
究
し
て

い
く
。

⑵
独
居
高
齢
者
の
安
全
確
認
に
つ

い
て

　
高
齢
者
の
独
居
の
数
と
現
状
は
、

孤
独
死
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策

は　
独
居
高
齢
者
の
人
数
は
、
平
成

30
年
度
１
千
２
７
５
人
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。
取
組
は
、「
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
」、「
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ル
事
業
」、「
救
急

医
療
情
報
登
録
事
業
」
を
実
施
。

　
以
前
は
校
庭
の
樹
木
に
、
う
ち

な
ー
な
ー
で
表
記
さ
れ
た
名
札
が

か
か
っ
て
い
た
。
現
在
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

　
校
庭
の
樹
木
へ
の
樹
木
名
の
名

札
は
、
現
在
は
な
い
。
で
き
る
箇

所
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
子
ど
も
達
に
島
く
と
ぅ
ば
を
普

及
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
現

場
で
の
教
育
も
効
果
的
。
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か

　
現
在
、
県
文
化
振
興
課
か
ら

「
し
ま
く
と
ぅ
ば
読
本
」
が
配
布

さ
れ
、
国
語
の
授
業
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
や
ク
ラ
ブ
活
動
等
で

の
取
組
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
県

と
同
様
、「
し
ま
く
と
ぅ
ば
読
本
」

の
活
用
を
推
奨
し
、
そ
の
他
の
教

育
活
動
の
中
で
も
意
識
し
て
取
り

組
む
よ
う
進
め
る
。

　
中
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
・
カ
ン

バ
セ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ

い
て
、
昨
年
ま
で
６
人
だ
っ
た
派

遣
生
徒
、
コ
ン
テ
ス
ト
選
考
が
４

人
に
な
っ
た
理
由
を
伺
う

　
課
題
で
あ
る
男
子
を
学
校
推
薦

で
派
遣
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
男

子
の
積
極
的
な
参
加
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
、
男
女
各
１
人
を
学
校

推
薦
と
し
た
た
め
。

　
両
中
学
校
の
学
校
代
表
の
選
定

基
準
を
伺
う

　
学
校
代
表
の
選
考
は
、
両
校
で

少
し
違
い
は
あ
る
が
、
英
語
ス

ピ
ー
チ
や
日
本
語
・
英
語
に
よ
る

面
談
等
に
よ
る
選
考
会
を
実
施
し
、

英
語
科
の
先
生
方
で
選
考
し
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
推
薦
は
、
こ
の

選
考
会
に
お
け
る
男
女
の
各
１
位

が
選
ば
れ
て
い
る
。

　
現
場
と
教
育
委
員
会
と
の
意
見

交
流
な
ど
は
し
っ
か
り
行
わ
れ
て

い
る
か

　
年
３
回
の
英
語
教
育
担
当
者
会

や
英
国
派
遣
交
流
事
業
に
係
る
打

合
せ
会
等
の
中
で
、
意
見
交
換
、

情
報
提
供
、
周
知
等
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
。

　
本
町
の
実
態
把
握
と
対
策
は

　
沖
縄
防
衛
局
か
ら
の
情
報
提
供

や
新
聞
報
道
等
に
よ
っ
て
実
態
を

把
握
。
適
宜
、
関
係
機
関
等
に
対

し
事
実
確
認
や
情
報
収
集
を
行
い
、

的
確
か
つ
速
や
か
に
対
応
し
て
い

る
。
事
件
・
事
故
が
発
生
す
る
た

び
に
、
米
軍
を
始
め
、
沖
縄
防
衛

局
等
の
関
係
機
関
に
対
し
て
、
抗

議
・
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　
マ
ナ
ー
違
反
や
ト
ラ
ブ
ル
回
避

の
た
め
に
も
公
園
施
設
等
で
の
マ

ナ
ー
表
記
に
つ
い
て
外
国
語
表
記

が
で
き
な
い
か
伺
う

　
一
部
の
看
板
を
除
い
て
十
分
対

応
で
き
て
い
な
い
状
況
も
見
受
け

ら
れ
る
。
外
国
人
の
利
用
が
多
い

公
園
等
を
考
慮
し
優
先
に
検
討
し

て
い
く
。

　
動
物
の
管
理
に
つ
い
て
、
実
態

把
握
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う

　
米
軍
居
住
住
宅
管
理
会
社
の
協

力
等
も
あ
り
、
米
軍
人
や
外
国
人

の
動
物
管
理
は
一
定
の
効
果
・
改

善
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
新
た
な

住
人
に
よ
る
ペ
ッ
ト
問
題
が
生
じ

る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
本
町
で

は
、
文
書
や
チ
ラ
シ
配
布
に
よ
る

適
正
飼
養
の
意
識
啓
発
、
立
て
看

板
設
置
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ
る

注
意
喚
起
、
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
お

け
る
指
導
を
始
め
、
取
組
を
行
っ

て
い
る
。

　
６
月
定
例
会
で
独
自
調
査
や
関

係
自
治
体
と
の
連
携
、
企
業
局
や

米
軍
に
対
す
る
申

し
入
れ
を
行
う
と

し
て
い
た
が
、
そ

の
後
の
状
況
は

　
６
月
議
会
後
に

沖
縄
県
企
業
局
へ

４
点
の
要
請
書
を

手
交
し
た
。

　
世
界
中
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
粒
子
の

水
道
水
へ
の
含
有

に
つ
い
て
報
告
が

あ
る
。
実
態
把
握

と
対
策
に
つ
い
て

伺
う

　
本
町
及
び
沖
縄

県
企
業
局
に
お
い

て
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粒
子
（
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）の
水
道
水

へ
の
含
有
に
つ
い
て
の
調
査
は
実

施
し
て
お
ら
ず
、
実
態
把
握
は
し

て
い
な
い
。

　
対
象
者
数
と
非
対
象
者
数
は

　
現
時
点
に
お
い
て
無
償
化
の
対

象
児
童
は
合
計
１
千
１
４
８
人
。

無
償
化
の
対
象
外
と
な
る
児
童
数

は
、
現
時
点
に
お
い
て
示
す
こ
と

が
で
き
な
い
。

　
給
食
費
を
含
ん
だ
無
償
化
に
つ

い
て
本
町
の
対
応
は

　
副
食
費
の
実
費
徴
収
が
発
生
す

る
の
も
一
定
程
度
以
上
の
所
得
の

あ
る
世
帯
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
が
示
す
と
お
り
受
益
者
負
担
と

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q

A

Q

A現在、周知が不十分。広報等を研究して行く 外国人利用が多い公園を優先し検討していく

今こそ生活改善運動を掘り起こすべき、見解は 公園施設のマナー表記、外国語表記できないか

問問 答問答

問答問答

問

答

問

答 問

答

問答 問

問答

問答 答

問答

答問答 米
軍
人
や
外
国
人
の
起
こ

す
事
件
・
事
故
に
つ
い
て

高安  克成 議員高安  克成 議員
たかやすたかやす かつなりかつなり

仲栄真  惠美子 議員仲栄真  惠美子 議員
なかえまなかえま え み こえ み こ

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
等
に
対

す
る
対
応
を
問
う

住
民
福
祉
を
問
う

島
く
と
ぅ
ば
の
普
及
は

教
育
行
政
に
つ
い
て

幼
児
教
育
無
償
化
に
つ
い
て

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
個
人
情
報
の
収
集
に
つ
い
て

・
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
・
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

マナー表記に更なる外国語表記を

今こそ生活改善運動を

学校現場で更なる島くとぅばの普及を



19 18ちゃたん町議会だより 2019（令和元）年11月号（No.97）ちゃたん町議会だより 2019（令和元）年11月号（No.97）ちゃたん町議会だより 2019（令和元）年11月号（No.97）ちゃたん町議会だより 2019（令和元）年11月号（No.97）

一
般
質
問

一
般
質
問

⑴
生
活
改
善
運
動
に
つ
い
て

　
現
在
の
厳
し
い
雇
用
状
況
や
物

価
の
高
騰
、
も
ろ
も
ろ
の
社
会
情

勢
に
お
い
て
、
今
こ
そ
生
活
改
善

の
提
案
を
行
政
主
導
で
掘
り
起
こ

す
べ
き
、
見
解
を
伺
う

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町
民
の
生

活
改
善
運
動
に
関
す
る
情
報
を
公

開
し
、
啓
発
を
行
っ
て
い
る
が
、

現
在
、
町
民
へ
の
周
知
等
が
不
十

分
。
今
後
は
生
活
改
善
運
動
に
関

す
る
広
報
の
方
法
等
を
研
究
し
て

い
く
。

⑵
独
居
高
齢
者
の
安
全
確
認
に
つ

い
て

　
高
齢
者
の
独
居
の
数
と
現
状
は
、

孤
独
死
を
防
止
す
る
た
め
の
対
策

は　
独
居
高
齢
者
の
人
数
は
、
平
成

30
年
度
１
千
２
７
５
人
、
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。
取
組
は
、「
緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
」、「
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ル
事
業
」、「
救
急

医
療
情
報
登
録
事
業
」
を
実
施
。

　
以
前
は
校
庭
の
樹
木
に
、
う
ち

な
ー
な
ー
で
表
記
さ
れ
た
名
札
が

か
か
っ
て
い
た
。
現
在
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

　
校
庭
の
樹
木
へ
の
樹
木
名
の
名

札
は
、
現
在
は
な
い
。
で
き
る
箇

所
か
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
子
ど
も
達
に
島
く
と
ぅ
ば
を
普

及
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学
校
現

場
で
の
教
育
も
効
果
的
。
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か

　
現
在
、
県
文
化
振
興
課
か
ら

「
し
ま
く
と
ぅ
ば
読
本
」
が
配
布

さ
れ
、
国
語
の
授
業
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
や
ク
ラ
ブ
活
動
等
で

の
取
組
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
県

と
同
様
、「
し
ま
く
と
ぅ
ば
読
本
」

の
活
用
を
推
奨
し
、
そ
の
他
の
教

育
活
動
の
中
で
も
意
識
し
て
取
り

組
む
よ
う
進
め
る
。

　
中
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
・
カ
ン

バ
セ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
に
つ

い
て
、
昨
年
ま
で
６
人
だ
っ
た
派

遣
生
徒
、
コ
ン
テ
ス
ト
選
考
が
４

人
に
な
っ
た
理
由
を
伺
う

　
課
題
で
あ
る
男
子
を
学
校
推
薦

で
派
遣
す
る
こ
と
で
、
今
後
の
男

子
の
積
極
的
な
参
加
に
つ
な
げ
た

い
と
考
え
、
男
女
各
１
人
を
学
校

推
薦
と
し
た
た
め
。

　
両
中
学
校
の
学
校
代
表
の
選
定

基
準
を
伺
う

　
学
校
代
表
の
選
考
は
、
両
校
で

少
し
違
い
は
あ
る
が
、
英
語
ス

ピ
ー
チ
や
日
本
語
・
英
語
に
よ
る

面
談
等
に
よ
る
選
考
会
を
実
施
し
、

英
語
科
の
先
生
方
で
選
考
し
て
い

る
。
ま
た
、
学
校
推
薦
は
、
こ
の

選
考
会
に
お
け
る
男
女
の
各
１
位

が
選
ば
れ
て
い
る
。

　
現
場
と
教
育
委
員
会
と
の
意
見

交
流
な
ど
は
し
っ
か
り
行
わ
れ
て

い
る
か

　
年
３
回
の
英
語
教
育
担
当
者
会

や
英
国
派
遣
交
流
事
業
に
係
る
打

合
せ
会
等
の
中
で
、
意
見
交
換
、

情
報
提
供
、
周
知
等
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
。

　
本
町
の
実
態
把
握
と
対
策
は

　
沖
縄
防
衛
局
か
ら
の
情
報
提
供

や
新
聞
報
道
等
に
よ
っ
て
実
態
を

把
握
。
適
宜
、
関
係
機
関
等
に
対

し
事
実
確
認
や
情
報
収
集
を
行
い
、

的
確
か
つ
速
や
か
に
対
応
し
て
い

る
。
事
件
・
事
故
が
発
生
す
る
た

び
に
、
米
軍
を
始
め
、
沖
縄
防
衛

局
等
の
関
係
機
関
に
対
し
て
、
抗

議
・
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

　
マ
ナ
ー
違
反
や
ト
ラ
ブ
ル
回
避

の
た
め
に
も
公
園
施
設
等
で
の
マ

ナ
ー
表
記
に
つ
い
て
外
国
語
表
記

が
で
き
な
い
か
伺
う

　
一
部
の
看
板
を
除
い
て
十
分
対

応
で
き
て
い
な
い
状
況
も
見
受
け

ら
れ
る
。
外
国
人
の
利
用
が
多
い

公
園
等
を
考
慮
し
優
先
に
検
討
し

て
い
く
。

　
動
物
の
管
理
に
つ
い
て
、
実
態

把
握
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う

　
米
軍
居
住
住
宅
管
理
会
社
の
協

力
等
も
あ
り
、
米
軍
人
や
外
国
人

の
動
物
管
理
は
一
定
の
効
果
・
改

善
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
新
た
な

住
人
に
よ
る
ペ
ッ
ト
問
題
が
生
じ

る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。
本
町
で

は
、
文
書
や
チ
ラ
シ
配
布
に
よ
る

適
正
飼
養
の
意
識
啓
発
、
立
て
看

板
設
置
や
ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
よ
る

注
意
喚
起
、
パ
ト
ロ
ー
ル
時
に
お

け
る
指
導
を
始
め
、
取
組
を
行
っ

て
い
る
。

　
６
月
定
例
会
で
独
自
調
査
や
関

係
自
治
体
と
の
連
携
、
企
業
局
や

米
軍
に
対
す
る
申

し
入
れ
を
行
う
と

し
て
い
た
が
、
そ

の
後
の
状
況
は

　
６
月
議
会
後
に

沖
縄
県
企
業
局
へ

４
点
の
要
請
書
を

手
交
し
た
。

　
世
界
中
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
粒
子
の

水
道
水
へ
の
含
有

に
つ
い
て
報
告
が

あ
る
。
実
態
把
握

と
対
策
に
つ
い
て

伺
う

　
本
町
及
び
沖
縄

県
企
業
局
に
お
い

て
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
粒
子
（
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）の
水
道
水

へ
の
含
有
に
つ
い
て
の
調
査
は
実

施
し
て
お
ら
ず
、
実
態
把
握
は
し

て
い
な
い
。

　
対
象
者
数
と
非
対
象
者
数
は

　
現
時
点
に
お
い
て
無
償
化
の
対

象
児
童
は
合
計
１
千
１
４
８
人
。

無
償
化
の
対
象
外
と
な
る
児
童
数

は
、
現
時
点
に
お
い
て
示
す
こ
と

が
で
き
な
い
。

　
給
食
費
を
含
ん
だ
無
償
化
に
つ

い
て
本
町
の
対
応
は

　
副
食
費
の
実
費
徴
収
が
発
生
す

る
の
も
一
定
程
度
以
上
の
所
得
の

あ
る
世
帯
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

国
が
示
す
と
お
り
受
益
者
負
担
と

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

Q

A

Q

A現在、周知が不十分。広報等を研究して行く 外国人利用が多い公園を優先し検討していく

今こそ生活改善運動を掘り起こすべき、見解は 公園施設のマナー表記、外国語表記できないか

問問 答問答

問答問答

問

答

問

答 問

答

問答 問

問答

問答 答

問答

答問答 米
軍
人
や
外
国
人
の
起
こ

す
事
件
・
事
故
に
つ
い
て

高安  克成 議員高安  克成 議員
たかやすたかやす かつなりかつなり

仲栄真  惠美子 議員仲栄真  惠美子 議員
なかえまなかえま え み こえ み こ

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
等
に
対

す
る
対
応
を
問
う

住
民
福
祉
を
問
う

島
く
と
ぅ
ば
の
普
及
は

教
育
行
政
に
つ
い
て

幼
児
教
育
無
償
化
に
つ
い
て

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
個
人
情
報
の
収
集
に
つ
い
て

・
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

導
入
に
つ
い
て

・
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
・
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

マナー表記に更なる外国語表記を

今こそ生活改善運動を

学校現場で更なる島くとぅばの普及を
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
８
月
22
日
と
23
日
、
二
日
連
続

で
町
道
宮
城
１
号
線
と
町
道
宮
城

５
号
線
の
交
差
点
で
交
通
事
故
が

発
生
し
た
。
そ
の
原
因
と
対
策
を

問
う

　
交
通
量
も
多
く
ス
ピ
ー
ド
制
限

を
超
え
る
車
両
も
あ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
運
転
マ
ナ
ー
を
危
惧
。
ま

ず
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
に
訴
え

る
路
面
標
示
や
看
板
設
置
等
、
沖

縄
警
察
署
等
の
意
見
を
聴
取
し
な

が
ら
取
り
組
む
。
幼
児
・
児
童
の

「
交
通
安
全
教
室
」
を
行
う
等
、

沖
縄
地
区
交
通
安
全
協
会
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
更
な
る
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
向
上
の
強

化
に
努
め
る
。

　
浜
川
小
学
校
通

学
路
の
速
度
制
限

標
識
設
置
に
つ
い

て
進
捗
状
況
は

　
横
断
幕
の
設
置
、

ス
ピ
ー
ド
を
落
と

せ
の
看
板
、
ポ
ス

ト
コ
ー
ン
等
に
よ

り
交
通
安
全
の
対

策
を
行
っ
て
い
る
。

速
度
制
限
標
識
設

置
は
、
地
域
自
治

会
か
ら
の
要
請
を

も
と
に
現
場
確
認

を
行
い
、
沖
縄
警

察
署
へ
の
要
請
を

検
討
。

　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
者

の
人
数
と
年
齢
を
伺
う

　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返

納
者
は
、
平
成
30
年
は
66
件
。
今

年
１
月
か
ら
７
月
末
ま
で
は
昨
年

同
数
の
66
件
。
年
齢
に
よ
る
事
故

件
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は

　
沖
縄
県
警
と
公
共
交
通
機
関
が

締
結
し
た
「
運
転
免
許
自
主
返
納

措
置
支
援
事
業
」
で
は
65
歳
以
上

の
免
許
保
持
者
が
自
主
返
納
し
た

際
、
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
る

「
運
転
経
歴
証
明
書
」
が
発
行
さ

れ
、
バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
運
賃
で

50
％
、
タ
ク
シ
ー
料
金
で
10
％
の

割
引
が
受
け
ら
れ
る
。
本
町
で
は
、

高
齢
者
に
限
ら
ず
、
運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
に
対
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
賃
の
一
般
利
用
者
２

０
０
円
を
半
額
の
１
０
０
円
で
乗

車
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
。

　
宮
城
区
西
防
波
堤
か
ら
ヒ
ル
ト

ン
ホ
テ
ル
に
橋
を
架
け
る
に
は
、

多
く
の
リ
ス
ク
要
因
が
あ
り
、
多

額
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
は
財
政
運
営

上
、
厳
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
、
サ
ン

セ
ッ
ト
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン
構
想
に
取

入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う

　
多
額
の
建
設
コ
ス
ト
や
維
持
管

理
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
た
め
事
業

性
が
見
込
め
な
い
。
大
型
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
は
大
変
厳
し
く
、
サ
ン

セ
ッ
ト
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン
構
想
に
取

り
入
れ
る
こ
と
も
困
難
。

　
以
前
の
質
問
に
対
し
、
沖
縄
戦

の
史
実
を
正
し
く
継
承
す
る
取
組

を
推
進
し
て
い
く
と
の
答
弁
。
こ

れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

　
平
和
祈
念
祭
で
「
戦
争
と
平
和

に
つ
い
て
の
講
話
会
」
を
実
施
し
、

こ
れ
ま
で
も
音
声
・
映
像
を
保
存

し
て
い
る
。
戦
争
の
記
憶
を
正
し

く
継
承
し
、
音
声
や
映
像
記
録
を

活
用
す
る
こ
と
は
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
。
現
在
は
、
こ
れ

ら
の
記
録
の
整
理
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
学
校
現
場
で
も
、
過
去
の
戦
争

体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
継

承
し
、
子
ど
も
達
に
二
度
と
戦
争

の
な
い
平
和
な
社
会
を
残
し
て
い

く
た
め
、
貴
重
な
戦
争
体
験
を
次

世
代
に
つ
な
ぐ
必
要
性
を
見
つ
め

直
す
時
が
き
て
い
る
。
平
和
教
育

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
実

施
さ
れ
て
い
る
か

　
各
学
校
で
、
平
和
教
育
月
間
や

旬
間
を
設
け
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
、
道
徳

の
時
間
や
特
別
活
動

の
時
間
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
等
を
活

用
し
計
画
的
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　
つ
ぼ
み
っ
子
保
育

園
前
角
の
Ｔ
字
路
は

見
通
し
が
悪
い
。
路

面
に
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
す
よ
う
な
標
記
等
、

対
策
が
望
ま
れ
る
が

所
見
を
伺
う

　
県
公
安
委
員
会
や

所
轄
の
警
察
署
と
も
協
議
を
行
い

な
が
ら
効
果
的
な
対
策
を
取
っ
て

い
き
た
い
。

　
宮
城
公
園
内
に
モ
ク
マ
オ
ウ
の

木
や
高
木
が
あ
り
、
強
風
で
葉
が

落
ち
て
、
近
隣
住
民
の
敷
地
や
道

路
に
大
量
に
た
ま
る
。
住
民
か
ら

他
の
樹
木
に
変
え
て
ほ
し
い
等
の

要
望
が
あ
る
が
、
所
見
を
伺
う

　
宮
城
公
園
内
の
モ
ク
マ
オ
ウ
は
、

立
ち
枯
れ
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
年
度
内
に
は
撤
去
を
行

う
予
定
。
他
の
高
木
も
撤
去
・
剪

定
等
を
実
施
し
て
い
く
。

⑴
児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
県
が
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
、

市
町
村
も
条
例
の
制
定
が
義
務
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か

　
県
内
市
町
村
に
お
い
て
条
例
の

制
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。

⑵
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

　
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
、
い
じ

め
等
の
実
態
に
つ
い
て
把
握
し
て

い
る
か
、
対
策
に
つ
い
て
も
伺
う

　
本
年
度
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

不
登
校
数
は
、
小
学
校
６
人
、
中

学
校
22
人
、
計
28
人
。
い
じ
め
の

認
知
件
数
は
、
小
学
校
１
１
９
件
、

中
学
校
18
件
、
計
１
３
７
件
。
対

策
は
、
学
び
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
「
組
織
的
・
計
画
的
な
指

導
援
助
」
を
実
施
。
３
次
対
応
ま

で
行
っ
て
い
る
。

Q

A

Q

A路面標示や看板設置など、沖縄警察署等の意見を

聴取しながら取り組む
各学校で時間等を活用し計画的に行われている

宮城区でおきた交通事故の対策は 平和行政を見つめ直す時期がきている。
現在の取組は

問答問答

問

問問

答

答問

答

答

問答

問答

問答

問 問答答

大浜  ヤス子 議員大浜  ヤス子 議員
おおはまおおはま や　す　こや　す　こ

西
海
岸
事
業
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
を
問
う

子
育
て
支
援
は

平
和
行
政
を
問
う

行
政
懇
談
会
に

つ
い
て

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

戦争と平和についての講話会の様子

宮城公園内のモクマオウ

危ない交差点 STOP 表示はできないか

議員提案  西海岸を結ぶニライの架け橋（台湾の恋人の橋）
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
８
月
22
日
と
23
日
、
二
日
連
続

で
町
道
宮
城
１
号
線
と
町
道
宮
城

５
号
線
の
交
差
点
で
交
通
事
故
が

発
生
し
た
。
そ
の
原
因
と
対
策
を

問
う

　
交
通
量
も
多
く
ス
ピ
ー
ド
制
限

を
超
え
る
車
両
も
あ
り
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
運
転
マ
ナ
ー
を
危
惧
。
ま

ず
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
に
訴
え

る
路
面
標
示
や
看
板
設
置
等
、
沖

縄
警
察
署
等
の
意
見
を
聴
取
し
な

が
ら
取
り
組
む
。
幼
児
・
児
童
の

「
交
通
安
全
教
室
」
を
行
う
等
、

沖
縄
地
区
交
通
安
全
協
会
や
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
更
な
る
交

通
安
全
に
対
す
る
意
識
向
上
の
強

化
に
努
め
る
。

　
浜
川
小
学
校
通

学
路
の
速
度
制
限

標
識
設
置
に
つ
い

て
進
捗
状
況
は

　
横
断
幕
の
設
置
、

ス
ピ
ー
ド
を
落
と

せ
の
看
板
、
ポ
ス

ト
コ
ー
ン
等
に
よ

り
交
通
安
全
の
対

策
を
行
っ
て
い
る
。

速
度
制
限
標
識
設

置
は
、
地
域
自
治

会
か
ら
の
要
請
を

も
と
に
現
場
確
認

を
行
い
、
沖
縄
警

察
署
へ
の
要
請
を

検
討
。

　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
者

の
人
数
と
年
齢
を
伺
う

　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返

納
者
は
、
平
成
30
年
は
66
件
。
今

年
１
月
か
ら
７
月
末
ま
で
は
昨
年

同
数
の
66
件
。
年
齢
に
よ
る
事
故

件
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
返
納
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
は

　
沖
縄
県
警
と
公
共
交
通
機
関
が

締
結
し
た
「
運
転
免
許
自
主
返
納

措
置
支
援
事
業
」
で
は
65
歳
以
上

の
免
許
保
持
者
が
自
主
返
納
し
た

際
、
身
分
証
明
書
と
し
て
使
え
る

「
運
転
経
歴
証
明
書
」
が
発
行
さ

れ
、
バ
ス
や
モ
ノ
レ
ー
ル
運
賃
で

50
％
、
タ
ク
シ
ー
料
金
で
10
％
の

割
引
が
受
け
ら
れ
る
。
本
町
で
は
、

高
齢
者
に
限
ら
ず
、
運
転
免
許
証

自
主
返
納
者
に
対
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
賃
の
一
般
利
用
者
２

０
０
円
を
半
額
の
１
０
０
円
で
乗

車
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

る
。

　
宮
城
区
西
防
波
堤
か
ら
ヒ
ル
ト

ン
ホ
テ
ル
に
橋
を
架
け
る
に
は
、

多
く
の
リ
ス
ク
要
因
が
あ
り
、
多

額
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
は
財
政
運
営

上
、
厳
し
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
と
、
サ
ン

セ
ッ
ト
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン
構
想
に
取

入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う

　
多
額
の
建
設
コ
ス
ト
や
維
持
管

理
コ
ス
ト
が
発
生
す
る
た
め
事
業

性
が
見
込
め
な
い
。
大
型
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
は
大
変
厳
し
く
、
サ
ン

セ
ッ
ト
ビ
ュ
ー
ラ
イ
ン
構
想
に
取

り
入
れ
る
こ
と
も
困
難
。

　
以
前
の
質
問
に
対
し
、
沖
縄
戦

の
史
実
を
正
し
く
継
承
す
る
取
組

を
推
進
し
て
い
く
と
の
答
弁
。
こ

れ
ま
で
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う

　
平
和
祈
念
祭
で
「
戦
争
と
平
和

に
つ
い
て
の
講
話
会
」
を
実
施
し
、

こ
れ
ま
で
も
音
声
・
映
像
を
保
存

し
て
い
る
。
戦
争
の
記
憶
を
正
し

く
継
承
し
、
音
声
や
映
像
記
録
を

活
用
す
る
こ
と
は
、
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
る
。
現
在
は
、
こ
れ

ら
の
記
録
の
整
理
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
学
校
現
場
で
も
、
過
去
の
戦
争

体
験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
継

承
し
、
子
ど
も
達
に
二
度
と
戦
争

の
な
い
平
和
な
社
会
を
残
し
て
い

く
た
め
、
貴
重
な
戦
争
体
験
を
次

世
代
に
つ
な
ぐ
必
要
性
を
見
つ
め

直
す
時
が
き
て
い
る
。
平
和
教
育

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
実

施
さ
れ
て
い
る
か

　
各
学
校
で
、
平
和
教
育
月
間
や

旬
間
を
設
け
、
そ
れ

に
合
わ
せ
て
、
道
徳

の
時
間
や
特
別
活
動

の
時
間
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
等
を
活

用
し
計
画
的
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　
つ
ぼ
み
っ
子
保
育

園
前
角
の
Ｔ
字
路
は

見
通
し
が
悪
い
。
路

面
に
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
す
よ
う
な
標
記
等
、

対
策
が
望
ま
れ
る
が

所
見
を
伺
う

　
県
公
安
委
員
会
や

所
轄
の
警
察
署
と
も
協
議
を
行
い

な
が
ら
効
果
的
な
対
策
を
取
っ
て

い
き
た
い
。

　
宮
城
公
園
内
に
モ
ク
マ
オ
ウ
の

木
や
高
木
が
あ
り
、
強
風
で
葉
が

落
ち
て
、
近
隣
住
民
の
敷
地
や
道

路
に
大
量
に
た
ま
る
。
住
民
か
ら

他
の
樹
木
に
変
え
て
ほ
し
い
等
の

要
望
が
あ
る
が
、
所
見
を
伺
う

　
宮
城
公
園
内
の
モ
ク
マ
オ
ウ
は
、

立
ち
枯
れ
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
今
年
度
内
に
は
撤
去
を
行

う
予
定
。
他
の
高
木
も
撤
去
・
剪

定
等
を
実
施
し
て
い
く
。

⑴
児
童
虐
待
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
県
が
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
で
、

市
町
村
も
条
例
の
制
定
が
義
務
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
か

　
県
内
市
町
村
に
お
い
て
条
例
の

制
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
。

⑵
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

　
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
、
い
じ

め
等
の
実
態
に
つ
い
て
把
握
し
て

い
る
か
、
対
策
に
つ
い
て
も
伺
う

　
本
年
度
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

不
登
校
数
は
、
小
学
校
６
人
、
中

学
校
22
人
、
計
28
人
。
い
じ
め
の

認
知
件
数
は
、
小
学
校
１
１
９
件
、

中
学
校
18
件
、
計
１
３
７
件
。
対

策
は
、
学
び
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

お
い
て
「
組
織
的
・
計
画
的
な
指

導
援
助
」
を
実
施
。
３
次
対
応
ま

で
行
っ
て
い
る
。

Q

A

Q

A路面標示や看板設置など、沖縄警察署等の意見を

聴取しながら取り組む
各学校で時間等を活用し計画的に行われている

宮城区でおきた交通事故の対策は 平和行政を見つめ直す時期がきている。
現在の取組は

問答問答

問

問問

答

答問

答

答

問答

問答

問答

問 問答答

大浜  ヤス子 議員大浜  ヤス子 議員
おおはまおおはま や　す　こや　す　こ

西
海
岸
事
業
に
つ
い
て

交
通
安
全
対
策
を
問
う

子
育
て
支
援
は

平
和
行
政
を
問
う

行
政
懇
談
会
に

つ
い
て

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

戦争と平和についての講話会の様子

宮城公園内のモクマオウ

危ない交差点 STOP 表示はできないか

議員提案  西海岸を結ぶニライの架け橋（台湾の恋人の橋）
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
北
谷
町
史
第
五
巻
（
上
）
資
料

編
４
北
谷
の
戦
時
体
験
記
録
を
基

に
し
た
、
児
童
生
徒
に
も
分
か
り

や
す
い
絵
本
等
の
平
和
資
料
の
作

成
並
び
に
、「
基
地
と
北
谷
町
」

の
児
童
生
徒
に
も
分
か
り
や
す
い

別
冊
の
発
行
等
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
の
進
捗
に
つ
い
て

　
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
進
捗

は
な
い
が
、
関
係
課
と
の
調
整
や

先
進
事
例
調
査
を
行
い
、
児
童
生

徒
用
の
平
和
資
料
や
平
和
に
関
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

別
冊
の
発
行
に
つ
い
て
は
、「
基

地
と
北
谷
町
」
の
改
訂
版
の
発
刊

に
向
け
て
取
組
、
引
き
続
き
検
討
。

　
地
域
自
主
防
災
組
織
結
成
の
現

状
と
活
動
状
況
は

　
現
在
11
自
治
会
の
う
ち
、
８
自

治
会
で
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

活
動
状
況
に
つ
い
て
、
避
難
誘
導

訓
練
、
情
報
伝
達
訓
練
、
安
否
確

認
、
炊
き
出
し
訓
練
、
初
期
消
火

訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
や
防
災
機

器
材
を
使
用
し
た
救
出
訓
練
、
さ

ら
に
夜
間
の
時
間
帯
に
地
震
・
津

波
を
想
定
し
、
津
波
一
時
避
難
施

設
へ
避
難
す
る
訓
練
等
を
実
施
。

　
地
域
自
主
防
災

組
織
へ
の
訓
練
等

へ
の
指
導
助
言
は

　
訓
練
計
画
の
参

考
に
な
る
よ
う
に

「
自
主
防
災
組
織

訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
配
付
。
ニ
ラ
イ

消
防
本
部
北
谷
消

防
署
、
消
防
団
な

ど
の
関
連
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が

ら
訓
練
計
画
内
容

に
つ
い
て
の
相
談
・

助
言
・
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
講
師
と
す
る

出
前
講
座
を
開
催
し
、
防
災
知
識

の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
積
極
的

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
各
組
織
で
独
自
の
防
災
マ
ッ
プ

作
成
事
業
の
推
進
は

　
地
域
の
特
性
が
活
か
さ
れ
た
、

防
災
マ
ッ
プ
作
成
の
支
援
に
取
り

組
む
。

　
自
助
・
共
助
・
公
助
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
に
つ
い
て
、
町
当
局
の
考

え
は

　
「
自
助
」
は
、
災
害
時
に
自
分

自
身
の
命
は
自
分
で
守
る
。「
共

助
」
は
、
地
域
や
学
校
区
な
ど
の

顔
の
見
え
る
範
囲
内
に
お
け
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
災
害
発
生
時

に
力
を
合
わ
せ
て
助
け
合
う
。「
公

助
」
は
、
公
的
機
関
が
個
人
や
地

域
で
は
、
解
決
で
き
な
い
災
害
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
対
策
を

講
じ
る
。
災
害
時
の
対
応
は
ど
れ

か
一
つ
だ
け
あ
れ
ば
良
い
と
い
う

訳
で
は
な
く
、
全
て
が
重
要
。

　
町
内
自
主
防
災
組
織
の
情
報
交

換
や
協
力
関
係
な
ど
の
連
携
に
つ

い
て

　
組
織
、
未
結
成
の
３
自
治
会
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
地
域
自
主
防
災
組
織
と
北
谷
町

災
害
対
策
本
部
と
の
連
絡
体
制
に

つ
い
て

　
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
よ

り
、
各
避
難
施
設
へ
設
置
さ
れ
る

Ｉ
Ｐ
電
話
シ
ス
テ
ム
、
無
線
網
を

自
前
で
構
築
し
た
無
線
機
に
よ
り
、

情
報
の
連
絡
体
制
が
図
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
の
給
食
残
量
調
査

の
結
果
は

　
５
日
間
の
平
均
残
量
率
は
小
学

校
が
10
％
。
中
学
校
が
14
％
。

　
啓
発
、
教
育
は
ど
う
す
る
か

　
小
・
中
校
共
に
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
栄
養
士
が
食
育
に
関
す

る
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
町
内
民
間
事
業
者
へ

の
啓
発
は

　
商
工
会
へ
も
情
報
提

供
す
る
な
ど
、
町
民
及

び
事
業
者
へ
の
広
報
活

動
に
取
り
組
む
。

　
町
民
、
消
費
者
へ
の

啓
発
に
は
ど
う
す
る
か

　「
食
品
ロ
ス
の
約
半
分

は
家
庭
か
ら
で
あ
る
こ

と
」
の
現
状
や
「
使
い

き
れ
る
分
だ
け
買
う
」

「
料
理
は
作
り
す
ぎ
な

い
」
等
の
削
減
方
法
を
、

広
報
ち
ゃ
た
ん
や
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
す
る
。

　
給
食
費
等
の
徴
収
業
務
等
の
合

理
化
を
進
め
る
公
会
計
化
に
つ
い

て
、
町
の
見
解
は

　
徴
収
業
務
に
つ
い
て
は
学
校
の

協
力
の
下
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
が
、
公
会
計
と
は

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
調
査

研
究
し
て
い
く
。

　
次
年
度
か
ら
正
式
教

科
と
な
る
小
学
校
英
語

の
対
応
は
、
国
の
予
算

で
担
任
を
持
た
な
い
教

員
を
増
や
す
考
え
は
な

い
か

　
担
任
と
Ａ
Ｅ
Ｔ
が
Ｔ

Ｔ
で
授
業
を
す
る
ス
タ

イ
ル
で
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
国
の
予
算
活
用
で
部

活
指
導
員
、
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
等

を
検
討
す
る
考
え
は

　
文
科
省
が
定
め
る
部

活
動
の
運
営
方
法
に
合

致
し
て
い
な
い
た
め
、

両
中
学
校
の
部
活
動
の

運
営
状
況
か
ら
は
、
ま
だ
難
し
い
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に

つ
い
て
は
、
次
年
度
へ
向
け
申
請

中
。

　
今
後
、
本
町
の
教
員
の
働
き
方

改
革
の
取
組
を
伺
う

　
今
年
度
中
に
労
働
安
全
衛
生
体

制
の
整
備
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
実
施
、
留
守
番
電
話
の
設
置
、

高
速
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
、
北
谷

町
部
活
動
指
導
方
針
の
策
定
を
予

定
。
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
、
教
授
用
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
と
し
て
活
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

の
整
備
、
部
活
動
指
導
員
の
配
置

等
に
取
り
組
む
。

Q

A

Q

A将来、全自治会に組織を結成。情報交換や連携、協

力体制などを構築することが、防災力の強化・向

上につながると考える

「食品ロス月間」を広く周知する

防災対策の現状や更なる推進は 食品ロス削減の推進を問う

問問問 答問答

問答

問問問 答

答

答

問 答答

問

答答問答

問 問答答問答

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
に

つ
い
て
本
町
の
取
組
は

本
町
の
教
員
・
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
等
の
働
き
方
改

革
は

仲地  泰夫 議員仲地  泰夫 議員
なかちなかち やすおやすお

亀谷  長久 議員亀谷  長久 議員
かめやかめや ちょうきゅうちょうきゅう

平
和
行
政
に
つ
い
て

防
災
対
策
を
問
う

問答

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
桑
江
、
伊
平
地
域
の
防
犯
・

安
全
対
策
に
つ
い
て

・
本
町
の
不
登
校
・
ひ
き
こ
も

り
対
策
に
つ
い
て

「公会計化」で働き方改革を！

子ども達にも分かりやすい絵本化を望む

町補助金により整備された防犯グッズ（自主防災会） 部活指導員、スクールサポートスタッフの検討を
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一
般
質
問

一
般
質
問

　
北
谷
町
史
第
五
巻
（
上
）
資
料

編
４
北
谷
の
戦
時
体
験
記
録
を
基

に
し
た
、
児
童
生
徒
に
も
分
か
り

や
す
い
絵
本
等
の
平
和
資
料
の
作

成
並
び
に
、「
基
地
と
北
谷
町
」

の
児
童
生
徒
に
も
分
か
り
や
す
い

別
冊
の
発
行
等
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
の
進
捗
に
つ
い
て

　
現
在
の
と
こ
ろ
具
体
的
な
進
捗

は
な
い
が
、
関
係
課
と
の
調
整
や

先
進
事
例
調
査
を
行
い
、
児
童
生

徒
用
の
平
和
資
料
や
平
和
に
関
す

る
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
調
査
・
研
究
し
て
い
く
。

別
冊
の
発
行
に
つ
い
て
は
、「
基

地
と
北
谷
町
」
の
改
訂
版
の
発
刊

に
向
け
て
取
組
、
引
き
続
き
検
討
。

　
地
域
自
主
防
災
組
織
結
成
の
現

状
と
活
動
状
況
は

　
現
在
11
自
治
会
の
う
ち
、
８
自

治
会
で
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。

活
動
状
況
に
つ
い
て
、
避
難
誘
導

訓
練
、
情
報
伝
達
訓
練
、
安
否
確

認
、
炊
き
出
し
訓
練
、
初
期
消
火

訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
や
防
災
機

器
材
を
使
用
し
た
救
出
訓
練
、
さ

ら
に
夜
間
の
時
間
帯
に
地
震
・
津

波
を
想
定
し
、
津
波
一
時
避
難
施

設
へ
避
難
す
る
訓
練
等
を
実
施
。

　
地
域
自
主
防
災

組
織
へ
の
訓
練
等

へ
の
指
導
助
言
は

　
訓
練
計
画
の
参

考
に
な
る
よ
う
に

「
自
主
防
災
組
織

訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
配
付
。
ニ
ラ
イ

消
防
本
部
北
谷
消

防
署
、
消
防
団
な

ど
の
関
連
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が

ら
訓
練
計
画
内
容

に
つ
い
て
の
相
談
・

助
言
・
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
講
師
と
す
る

出
前
講
座
を
開
催
し
、
防
災
知
識

の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
積
極
的

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
各
組
織
で
独
自
の
防
災
マ
ッ
プ

作
成
事
業
の
推
進
は

　
地
域
の
特
性
が
活
か
さ
れ
た
、

防
災
マ
ッ
プ
作
成
の
支
援
に
取
り

組
む
。

　
自
助
・
共
助
・
公
助
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
に
つ
い
て
、
町
当
局
の
考

え
は

　
「
自
助
」
は
、
災
害
時
に
自
分

自
身
の
命
は
自
分
で
守
る
。「
共

助
」
は
、
地
域
や
学
校
区
な
ど
の

顔
の
見
え
る
範
囲
内
に
お
け
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
災
害
発
生
時

に
力
を
合
わ
せ
て
助
け
合
う
。「
公

助
」
は
、
公
的
機
関
が
個
人
や
地

域
で
は
、
解
決
で
き
な
い
災
害
の

問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
対
策
を

講
じ
る
。
災
害
時
の
対
応
は
ど
れ

か
一
つ
だ
け
あ
れ
ば
良
い
と
い
う

訳
で
は
な
く
、
全
て
が
重
要
。

　
町
内
自
主
防
災
組
織
の
情
報
交

換
や
協
力
関
係
な
ど
の
連
携
に
つ

い
て

　
組
織
、
未
結
成
の
３
自
治
会
に

向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
む
。

　
地
域
自
主
防
災
組
織
と
北
谷
町

災
害
対
策
本
部
と
の
連
絡
体
制
に

つ
い
て

　
防
災
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
よ

り
、
各
避
難
施
設
へ
設
置
さ
れ
る

Ｉ
Ｐ
電
話
シ
ス
テ
ム
、
無
線
網
を

自
前
で
構
築
し
た
無
線
機
に
よ
り
、

情
報
の
連
絡
体
制
が
図
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
の
給
食
残
量
調
査

の
結
果
は

　
５
日
間
の
平
均
残
量
率
は
小
学

校
が
10
％
。
中
学
校
が
14
％
。

　
啓
発
、
教
育
は
ど
う
す
る
か

　
小
・
中
校
共
に
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
栄
養
士
が
食
育
に
関
す

る
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
町
内
民
間
事
業
者
へ

の
啓
発
は

　
商
工
会
へ
も
情
報
提

供
す
る
な
ど
、
町
民
及

び
事
業
者
へ
の
広
報
活

動
に
取
り
組
む
。

　
町
民
、
消
費
者
へ
の

啓
発
に
は
ど
う
す
る
か

　「
食
品
ロ
ス
の
約
半
分

は
家
庭
か
ら
で
あ
る
こ

と
」
の
現
状
や
「
使
い

き
れ
る
分
だ
け
買
う
」

「
料
理
は
作
り
す
ぎ
な

い
」
等
の
削
減
方
法
を
、

広
報
ち
ゃ
た
ん
や
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周

知
す
る
。

　
給
食
費
等
の
徴
収
業
務
等
の
合

理
化
を
進
め
る
公
会
計
化
に
つ
い

て
、
町
の
見
解
は

　
徴
収
業
務
に
つ
い
て
は
学
校
の

協
力
の
下
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
が
、
公
会
計
と
は

な
っ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
調
査

研
究
し
て
い
く
。

　
次
年
度
か
ら
正
式
教

科
と
な
る
小
学
校
英
語

の
対
応
は
、
国
の
予
算

で
担
任
を
持
た
な
い
教

員
を
増
や
す
考
え
は
な

い
か

　
担
任
と
Ａ
Ｅ
Ｔ
が
Ｔ

Ｔ
で
授
業
を
す
る
ス
タ

イ
ル
で
進
め
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

　
国
の
予
算
活
用
で
部

活
指
導
員
、
ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
等

を
検
討
す
る
考
え
は

　
文
科
省
が
定
め
る
部

活
動
の
運
営
方
法
に
合

致
し
て
い
な
い
た
め
、

両
中
学
校
の
部
活
動
の

運
営
状
況
か
ら
は
、
ま
だ
難
し
い
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に

つ
い
て
は
、
次
年
度
へ
向
け
申
請

中
。

　
今
後
、
本
町
の
教
員
の
働
き
方

改
革
の
取
組
を
伺
う

　
今
年
度
中
に
労
働
安
全
衛
生
体

制
の
整
備
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
実
施
、
留
守
番
電
話
の
設
置
、

高
速
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
、
北
谷

町
部
活
動
指
導
方
針
の
策
定
を
予

定
。
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
の
配
置
、
教
授
用
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
と
し
て
活
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン

の
整
備
、
部
活
動
指
導
員
の
配
置

等
に
取
り
組
む
。

Q

A

Q

A将来、全自治会に組織を結成。情報交換や連携、協

力体制などを構築することが、防災力の強化・向

上につながると考える

「食品ロス月間」を広く周知する

防災対策の現状や更なる推進は 食品ロス削減の推進を問う

問問問 答問答

問答

問問問 答

答

答

問 答答

問

答答問答

問 問答答問答

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
法
に

つ
い
て
本
町
の
取
組
は

本
町
の
教
員
・
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
等
の
働
き
方
改

革
は

仲地  泰夫 議員仲地  泰夫 議員
なかちなかち やすおやすお

亀谷  長久 議員亀谷  長久 議員
かめやかめや ちょうきゅうちょうきゅう

平
和
行
政
に
つ
い
て

防
災
対
策
を
問
う

問答

他
に
次
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

・
桑
江
、
伊
平
地
域
の
防
犯
・

安
全
対
策
に
つ
い
て

・
本
町
の
不
登
校
・
ひ
き
こ
も

り
対
策
に
つ
い
て

「公会計化」で働き方改革を！

子ども達にも分かりやすい絵本化を望む

町補助金により整備された防犯グッズ（自主防災会） 部活指導員、スクールサポートスタッフの検討を
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秋号
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令和元年12月10日（火）から開催予定

令和元年12月定例会に傍聴に行こう!!

〈
発
　
　
　
行
〉北
谷
町
議
会

〈
発
行
責
任
者
〉北
谷
町
議
会
議
長
　
亀
谷
長
久

〈
編
　
　
　
集
〉議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〈
印
　
　
　
刷
〉有
限
会
社
金
城
印
刷

記編 集 後

声か ら の読 者

残
暑
の
候

　
暦
の
上
で
は
立
秋
で
す

が
、
毎
日
暑
い
日
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

　
九
月
定
例
議
会
も
終
わ

り
、
運
動
会
の
時
季
を
向
か

え
子
供
た
ち
の
躍
動
感
あ
ふ

れ
る
、
素
晴
ら
し
い
演
技
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
第
十
一
代
議
員
も

一
年
が
す
ぎ
、
広
報
委
員
と
し
て

町
民
の
皆
様
へ
読
み
や
す
い
議
会

だ
よ
り
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
増
上
慢
（
ぞ
う
じ
ょ
う
ま
ん
）

に
な
ら
ず
に
町
民
に
対
し
て
は
謙

虚
な
態
度
で
接
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

＊
増
上
慢
（
ぞ
う
じ
ょ
う
ま
ん
）

と
は

　
自
分
を
過
信
し
て
思
い
上
が
る

こ
と
。
実
力
も
な
い
の
に
自
己
を

過
信
し
て
思
い
上
が
る
こ
と
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

委
員
　又
吉
　朋
和

手話通訳は、傍聴予定日の７日前までに議会事務局へ
お申込みください。
補聴装置は、傍聴受付の際にお申出ください。
議場は役場の４階です！

町民運動会

　
本
会
議
は
年
４
回
（
３
月
、
６

月
、
９
月
、
12
月
）
開
か
れ
る
定

例
会
の
う
ち
、
９
月
定
例
会
を
令

和
元
年
９
月
10
日
か
ら
９
月
27
日

の
日
程
に
て
、
一
般
質
問
４
日
間

に
お
い
て
議
会
審
議
を
傍
聴
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
期
日
程

案
並
び
一
般
質
問
日
程
表
が
事
前

に
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ

れ
て
お
り
、
事
前
に
質
問
書
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
、
質

問
内
容
を
把
握
で
き
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
が
、
傍
聴
参
加
者
が

少
な
い
と
感
じ
つ
つ
、
事
前
告
知

が
町
民
へ
周
知
さ
れ
て
い
る
か
と

気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
昨
今
、

ス
マ
ホ
の
普
及
に
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
閲
覧
も
容
易
に
な
り
、
事
前
に

質
問
内
容
が
分
か
れ
ば
議
会
議
場

へ
足
を
は
こ
ぶ
の
も
容
易
か
と
存

じ
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
「
議
会
だ

よ
り
」
で
も
告
知
が
あ
り
、
参
加

で
き
な
く
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
答
弁
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
私
た
ち
町
民
の
議
会

へ
対
す
る
意
識
付
け
も
大
切
な
こ

と
と
思
い
ま
し
た
。
各
議
員
の
取

り
上
げ
る
質
問
内
容
は
、
私
た
ち

の
日
々
の
生
活
に
密
着
し
て
お

り
、
否
応
な
し
で
も
関
心
が
高
ま

り
ま
す
。
日
々
、
地
域
・
町
民
の

た
め
に
活
動
し
公
共
の
福
祉
に
寄

与
す
る
こ
と
を
願
い
、
更
な
る
研

鑽
を
積
み
上
げ
い
く
こ
と
を
期
待

し
、
議
員
の
皆
様
へ
エ
ー
ル
を
贈

り
ま
す
。

北
前
区

外
間 

宏
治

読
者
か
ら
の
声

令
和
元
年
９
月
定
例
会

　
　傍
聴
を
ふ
り
か
え
り

本会議を行う議場では、手話通訳及び補聴装
置を御利用になれます。
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こ
の
冊
子
は
、12700

部
印
刷
し
、
1
部
当
た
り
の

経
費
は
約
86
円
で
す
。
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